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スポーツを通して地域の親睦を深める「大島地区スポー
ツ・レクリエーション大会」が３月４日、大島地区の住
民８５０人が参加し、大島体育館で開かれました。
この企画は、地域スポーツの振興と発展を担う大島地区体

育振興会の設立を記念して開催され、今回が初めて。参加者
は自治会ごとに６チームに分かれ、玉入れや長縄跳びなど、
笑顔で競技しながら親睦を深めました。

― 大島地区スポーツ・レクリエーション大会 ―
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射
水
市
に
は
格
別
の
思
い
を
抱
い

て
い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
が
、

新
湊
を
訪
れ
た
の
は
合
唱
の
仕
事
で

し
た
。
小
杉
の
「
ラ
ポ
ー
ル
」
が
で

き
た
折
に
は
基
調
講
演
を
し
ま
し

た
。
の
み
な
ら
ず
国
民
文
化
祭
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
、
国
体
の
音
楽
監
督
、

今
年
で
５
年
を
経
過
し
た
魚
津
の
音

楽
祭
、
富
山
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
少
年
時
代
」（
篠
田
正
浩
監
督
）
や

「
赤
い
橋
の
下
の
ぬ
る
い
水
」（
今
村

昌
平
監
督
）
の
音
楽
担
当
な
ど
、
富

山
県
全
域
と
の
深
い
関
わ
り
を
、
今

あ
ら
た
め
て
、
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

海
の
幸
、
山
の
幸
、
川
の
幸
…
。

長
い
歴
史
を
秘
め
た
古こ

刹さ
つ

、
神
社
、

遺
跡
…
。射
水
は
、あ
ら
ゆ
る
意
味
で

本
当
に
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

そ
の
豊
か
な
街
に
村
田
さ
ち
子
先

生
と
僕
と
で
作
っ
た
歌
が
流
れ
る
。

こ
れ
は
作
り
手
と
し
て
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

海
へ
、
山
へ
、
川
へ
、
そ
し
て
寺
や

神
社
や
遺
跡
へ
、
さ
ら
に
街
角
や
公

園
へ
、こ
の
歌
を
明
る
く
響
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
！

作
曲
家
　
池
辺
　
晋
一
郎

詩
人
　
村
田
　
さ
ち
子

取
材
に
初
め
て
伺
っ
た
時
、
真
夏

の
光
の
シ
ャ
ワ
ー
が
街
を
射
し
て
輝

い
て
い
ま
し
た
。

海
が
あ
り
川
が
あ
り
、
澄
み
渡
る

水
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
そ
の
光

の
差
し
込
む
と
こ
ろ
に
街
が
あ
る
。

そ
の
と
き
、
自
然
に
街
に
歌
を
感
じ
、

「
水
き
ら
ら
か
に
街
を
射
し
て
」
の

フ
レ
ー
ズ
が
私
の
中
に
湧
き
出
て
き

た
の
で
す
。

絵
本
も
た
く
さ
ん
書
い
て
い
る
私

と
し
て
は
、
絵
本
館
の
素
晴
ら
し
さ

に
も
感
動
。
建
物
ば
か
り
で
な
く
ソ

フ
ト
が
充
実
し
て
い
る
の
に
羨
ま
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

池
辺
先
生
の
美
し
く
、
歌
い
や
す

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
き
っ
と
、
一
度

耳
に
す
る
と
す
ぐ
に
歌
い
た
く
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

彩
り
豊
か
な
射
水
の
「
市
民
の
歌
」

が
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
の

歌
と
し
て
歌
い
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
。

いけべ　しんいちろう
茨城県出身。東京音楽大
学教授、東京オペラシティ
・ミュージックディレク
ター、東京交響楽団理事
などを務める。

むらた　さちこ
東京都出身。作詩家、翻訳
家、脚本家、幼児英語教育
の専門家として活躍。平成
元年より、幼児による合唱
団『ひまわりキッズ』を主宰。

射
水
市
民
の
歌
に
よ
せ
て

水
き
ら
ら
か
に



一 般 会 計 350億4,157万円 9億3,793万円

会　計　区　分 平成19年度
341億 364万円

平成18年度 増　　減
2.8%

特 別 会 計 378億9,088万円 10億9,894万円367億9,194万円 3.0%

合 計 729億3,245万円 20億3,687万円708億9,558万円 2.9%

ケーブルテレビ事業 4億1,189万円 4,549万円3億6,640万円 12.4%
公共用地先行取得事業 3億9,449万円 △ 615万円4億 64万円 △ 1.5%
国民健康保険事業 83億2,058万円 7億 937万円76億1,121万円 9.3%
老人保健医療事業 85億8,664万円 1億9,742万円83億8,922万円 2.4%
墓 苑 事 業 1億2,133万円 2,681万円9,452万円 28.4%
介 護 保 険 事 業 63億 241万円 1億8,653万円61億1,588万円 3.0%
企業団地造成事業 4億7,575万円 4億4,365万円3,210万円 1382.1%
水 道 事 業 37億8,357万円 5,230万円37億3,127万円 1.4%
下 水 道 事 業 47億9,335万円 △ 6億2,353万円54億1,688万円 △11.5%
農業集落排水事業 4億1,764万円 3,034万円3億8,730万円 7.8%
病 院 事 業 42億8,323万円 3,671万円42億4,652万円 0.9%

伸　率
義 務 的 経 費 157億4,031万円 44.9%
人 件 費 72億1,449万円 20.6%
扶 助 費 39億 58万円 11.1%
公 債 費 46億2,524万円 13.2%
投 資 的 経 費 54億4,370万円 15.6%
補 助 事 業 費 11億4,611万円 3.3%
単 独 事 業 費 42億9,759万円 12.3%
そ の 他 経 費 138億5,756万円 39.5%

合 計 350億4,157万円 100.0%

物 件 費 46億4,345万円 13.3%
維 持 補 修 費 4億2,796万円 1.2%
補 助 費 等 20億7,121万円 5.9%
積 立 金 474万円 0.0%
投 資 及 び 出 資 金 2億1,155万円 0.6%
貸 付 金 19億3,944万円 5.5%
繰 出 金 44億5,921万円 12.7%
予 備 費 1億 円 0.3%

性　質　区　分 予　算　額 構成比
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総務費�
40億7,025万円�
11.6%

衛生費�
26億2,977万円�

7.5%

民生費�
86億2,227万円�
24.6%

商工費�
20億3,133万円�

5.8%

土木費�
48億3,983万円�
13.8%

消防費�
16億1,207万円�

4.6%

教育費�
48億7,732万円�
13.9%

公債費�
46億2,524万円�
13.2%

市税�
139億6,917万円�
市　民　税　61億6,210万円�
固定資産税　70億8,810万円�
そ　の　他　　7億1,897万円�

39.9%

地方交付税�
66億2,100万円�
18.9%

市債�
48億6,750万円�
13.9%

諸収入・その他�
22億6,180万円�

6.4%

国庫支出金�
17億7,511万円�

5.1%
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地方交付税
地方公共団体ごとの財源の均衡化を図
り、かつ必要な財源を保障するために
国から交付されるお金。

総務費
市政を行うために必要な一般的経費
のほか、広報や選挙、地域情報化、
防災対策などの経費。

民生費
高齢者、障害者、児童を対象にした
福祉や生活保護に関する経費。

衛生費
各種検診・予防対策などの保健事務
やゴミなどの環境に関する経費。

土木費
道路建設、維持、除雪、公園などの
整備・管理に関する経費。主に工事
費。

商工費
商工業の振興、観光事業などの経費。

農林水産業費
農業・林業・水産業振興などの経費。

消防費
火災予防、消火、救急活動など市民
の財産・生命を守るための経費。

教育費
小・中学校の建設や運営、図書館・
文化施設・体育施設など社会教育に
関する経費。

公債費
市の借金である市債の返済に係る経
費。

扶助費
社会保障制度の一環として、現金や
物品などを支給する費用。生活保護
法や児童福祉法などの法令に基づく
もののほか、市の施策として行う乳
幼児医療費負担など。

投資的経費
道路や施設などの建設事業に要する
経費。工事請負費、設計監理委託料
のほか、資本形成に関係する補助金
や人件費など。

物件費
人件費、扶助費、維持補修費などを
除く消費的性格の経費。賃金、旅費、
需用費、役務費、委託料、使用料及
び賃借料など。

補助費等
市からの他の地方公共団体や民間に
対して、行政上の目的により交付さ
れる現金的給付に係る経費。講師謝
金などの報償費、保険料などの役務
費、負担金・補助金及び交付金など。

用　語　解　説

一般会計の性質別歳出予算額 会計別予算概要

実
質
２
年
目
を
迎
え
る
射
水
市
の
平
成
１９

年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は
３
５
０
億

４
、
１
５
７
万
円
で
、
１８
年
度
と
比
較
す
る

と
、
２
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
な
ど
社
会
保
障

制
度
の
拡
充
に
よ
る
扶
助
費
や
、
新
市
建
設

計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
投
資
的
経
費
に
重

点
的
に
予
算
配
分
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の
特
別

会
計
で
は
、
３
７
８
億
９
、
０
８
８
万
円
で
、

１８
年
度
と
比
較
し
て
３
・
０
％
の
増
と
な

り
、
射
水
市
全
体
の
予
算
総
額
は
、
７
２
９

億
３
、
２
４
５
万
円
で
、
１８
年
度
と
比
較
し

て
２
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、
税
源
移
譲
や
定
率

減
税
の
廃
止
に
よ
る
市
税
の
増
収
が
見
込
め

る
も
の
の
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
特
例
交
付

金
、
地
方
交
付
税
な
ど
は
大
幅
な
減
収
と
な

る
見
込
み
で
、
歳
入
面
で
の
大
き
な
増
額
は

見
込
め
ま
せ
ん
。
一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

少
子
・
高
齢
化
対
策
の
充
実
な
ど
に
よ
る
扶

助
費
の
増
額
、
さ
ら
に
公
債
費
が
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
１９
年
度
予
算
は
、
市
町

村
合
併
の
意
義
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

統
一
化
・
平
準
化
を
基
本
に
、
徹
底
し
た
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
人
件
費
の
削
減
や
新

た
な
財
源
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
な

行
財
政
改
革
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

重
要
課
題
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」、「
少
子
化
へ
の
対
応
」、「
明
日
を
担

う
人
づ
く
り
」、「
観
光
振
興
及
び
射
水
ブ
ラ

ン
ド
の
推
進
」
に
係
る
事
業
は
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
１９
年
度
は
「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
射
水
の
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
と
位
置

づ
け
、
全
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る�

　
　
　
　
　

射
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
元
年�

一
般
会
計�
3
5
0
億
4
、
1
5
7
万
円
�

歳 出�
内 訳�

議会費　3億9,084万円　1.1%

労働費�
1億2,549万円　0.4%

農林水産業費　11億1,716万円　3.2%

総務費�
40億7,025万円�
11.6%

衛生費�
26億2,977万円�

7.5%

民生費�
86億2,227万円�
24.6%

商工費�
20億3,133万円�

5.8%

土木費�
48億3,983万円�
13.8%

消防費�
16億1,207万円�

4.6%

教育費�
48億7,732万円�
13.9%

公債費�
46億2,524万円�
13.2%

総務費�
40億7,025万円�
11.6%

衛生費�
26億2,977万円�

7.5%

民生費�
86億2,227万円�
24.6%

商工費�
20億3,133万円�

5.8%

土木費�
48億3,983万円�
13.8%

消防費�
16億1,207万円�

4.6%

教育費�
48億7,732万円�
13.9%

公債費�
46億2,524万円�
13.2%

予備費　1億円　0.3%

市税�
139億6,917万円�
市　民　税　61億6,210万円�
固定資産税　70億8,810万円�
そ　の　他　　7億1,897万円�

39.9%

地方交付税�
66億2,100万円�
18.9%

市債�
48億6,750万円�
13.9%

諸収入・その他�
22億6,180万円�

6.4%

国庫支出金�
17億7,511万円�

5.1%

問
合
せ
先
�

財
政
課
（
小
杉
庁
舎
）
�

　
５７
―
１
６
３
０
�

市
民
と
の
協
働
に
よ
る�

　
　
　
　
　

射
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
元
年�

一
般
会
計�
3
5
0
億
4
、
1
5
7
万
円
�

歳 入�
内 訳�

総務費�
40億7,025万円�
11.6%

衛生費�
26億2,977万円�

7.5%

民生費�
86億2,227万円�
24.6%

商工費�
20億3,133万円�

5.8%

土木費�
48億3,983万円�
13.8%

消防費�
16億1,207万円�

4.6%

教育費�
48億7,732万円�
13.9%

公債費�
46億2,524万円�
13.2%

地方譲与税�
4億4,150万円　1.3%

各種交付金等�
15億2,260万円　4.3%

県支出金�
14億7,160万円�
4.2%

繰入金�
8億532万円�
2.3%

市税�
139億6,917万円�
市　民　税　市　民　税　61億6,210万円万円�
固定資産税　固定資産税　70億8,810万円万円�
そ　の　他　　そ　の　他　　7億1,897万円万円�

39.9%

地方交付税�
66億2,100万円�
18.9%

市債�
48億6,750万円�
13.9%

諸収入・その他�
22億6,180万円�

6.4%

国庫支出金�
17億7,511万円�

5.1%

市税�
139億6,917万円�
市　民　税　61億6,210万円�
固定資産税　70億8,810万円�
そ　の　他　　7億1,897万円�

39.9%

地方交付税�
66億2,100万円�
18.9%

市債�
48億6,750万円�
13.9%

諸収入・その他�
22億6,180万円�

6.4%

国庫支出金�
17億7,511万円�

5.1%

分担金及び負担金�
7億2,042万円�
2.0%

使用料及び手数料�
5億8,555万円�
1.7%

問
合
せ
先
�

財
政
課
（
小
杉
庁
舎
）
�

　
５７
―
１
６
３
０
�
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安全・安心なまちづくり

少子化への対応

観光振興及び射水ブランドの推進

その他の主要事業

明日を担う人づくり
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平成１９年度に行う事業のうち、４つの重点政策課題に

対応した施策や事業、その他主要な事業を紹介します。

また、予算編成にあたり、行財政改革の一環として実

施した項目を紹介します。 安全・安心なまちづくり
災害時要援護者把握システム作成業務　　　３５０万円

災害時に備え、市内の災害弱者を把握できる体制を整備します。

洪水ハザードマップ作成業務　　　　　 １,１３８万円

洪水時の災害予測図、危険範囲図を公表します。

安全で快適なまちづくりの推進　　　　　　 ３８万円

安全で快適なまちづくり条例の普及啓発を行います。

耐震改修促進計画策定業務　　　　　　　　３３０万円

新湊消防署庁舎建設事業　　　　　 ４億９,４６４万円

２０年度までの継続事業。全体事業費は約９億円。

消防車両整備事業　　　　　　　　　　 ６,３００万円

市内２分団にポンプ車（２台）、射水消防署に

高規格救急自動車を整備します。

小・中学校等除細動器（ＡＥＤ）設置事業　８０４万円

全小・中学校と体育施設に自動体外式除細動器を

設置します。

少子化への対応
子育て応援団推進事業　　　　　　　　　　 １０万円

子育てに関する情報誌の発行や子育て支援者の人材登録をします。

保育園保育料の軽減の継続

不妊治療助成事業　　　　　　　　　　　　６００万円

不妊治療に要する経費の一部について

３０万円を限度に助成します。

留守家庭学級事業　　　　　　　　　　 ３,３５７万円

子育て支援センター運営事業、

子育てミニサロン事業　　　　　　　 ４,５９９万円

こども及び妊産婦医療費助成事業　 ２億８,０１６万円

小学校３年生までの児童を対象に助成しています。

観光振興及び射水ブランドの推進
ブランド化推進への計画書策定　　　　　１６４万円

ブランドアクションプラン、射水市ロゴマーク等を

作成します。

「パークゴルフの里、射水」全国発信　 ４４５万円

射水市としてパークゴルフのブランド化を推進する

ため、全国大会を開催します。

都市圏からの移住交流（支援）事業　　　４００万円

団塊の世代、若者等のＵ・Ｉターン希望者に対し、

定住促進に取り組みます。

その他の主要事業
パワーアップ貯筋教室事業（小杉、大門地区新設） １,４５８万円

生活習慣病・介護予防対策として、高齢者の健康な生活習慣の定着を図ります。

野手処分所再生整備事業（平成１９～２１年度　継続事業）１億５,５６１万円

処理施設を改修整備します。

全体事業費　約２５億円

越中大門駅周辺環境整備調査事業　　　　　 ３０万円

駅周辺の南北一体的な活用に向けた環境整備について調査します。

（仮称）水辺の交流館建設事業　　　　　 ６,５７４万円

「うるおいとやすらぎ空間創設」を目指し、庄川河川敷での建設に着手します。

コミュニティバス運行事業　　　　 ２億４,２６０万円

市内全域で本格運行を実施します。

北陸新幹線整備促進事業　　　　　　　　　１５０万円

新幹線事業の促進を図るため、公共施設等整備に

関連する基礎調査を行います。

射水市役所統合庁舎建設調査費　　　　　　７０７万円

市民との協働で統合庁舎整備について検討を行います。

基本構想の策定等を行います。

射水市総合計画策定事業　　　　　　　　　７５７万円

１９年度の策定に向けて、審議会のほか顧問会議や

住民説明会を開催します。

明日を担う人づくり
（仮称）「射水市子どもに関する条例」制定事業　１１１万円

子どもが健やかに、心豊かな大人に成長できる施策を

展開するための条例を制定します。

奨学金事業　　　　　　　　　　　　　 １,２０５万円

大島小学校整備調査費（基本構想策定業務） １０万円

新湊南部中学校増改築事業　　　　 ９億３,１７０万円

２０年度までの継続事業。

全体事業費は約２５億円。

里山里海里野自然塾事業　　　　　　　　　１１０万円

射水市の里山、里海、里野の自然と文化の関わりを

研究・体験学習し、市民の一体感の醸成を図ります。

行財政改革への取組
新たな財源の確保

施設使用料等の見直しや市の資産への有料広告物

を募集します。

人件費の抑制

定員適正化計画に基づき、職員数の抑制に努めま

す。

事務事業の見直しによる経費節減

事務事業の統廃合、縮小、民間委託及び長期継続

契約等を行い、経費を節減します。

指定管理者制度移行による経費節減

指定管理者制度の推進を図ります。

平成19年度の�
 重点政策課題�
平成19年度の�
 重点政策課題�
平成19年度の�
 重点政策課題�

平成19年度の�
 重点政策課題�
平成19年度の�
 重点政策課題�

平成19年度 予算の概要�



―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―

―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―�
―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―�

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議�
射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議�

問
合
せ
先�

企
画
政
策
課
（
小
杉
庁
舎
）
　
５７
―
１
６
２
３�
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２
月
１４
日
、
東
京
都
に
お
い
て

「
射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
首
都
圏
で
活
躍
中
の
射

水
市
出
身
あ
る
い
は
市
に
関
連
の
深

い
方
々
か
ら
、
ゆ
か
り
の
地
「
射
水

市
」
の
魅
力
や
印
象
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
思
い
や
提
言
を
受
け
、

総
合
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
も
の

で
す
。会
議
は
約
２
時
間
に
わ
た
り
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら

れ
、
射
水
に
対
す
る
思
い
や
夢
の
あ

る
提
言
な
ど
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
主
な
ご

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
に
よ
る

活
力
づ
く
り
を

●
射
水
市
に
は
い
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
、
提
供
す
る
と

い
う
努
力
を
も
っ
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
文
化
が
地
域
の
活

力
を
生
む
時
代
で
あ
る
。
合
併
に
よ
り
、

市
内
各
地
か
ら
の
山
や
海
の
素
材
や
歴

史
、
食
な
ど
の
素
材
を
つ
な
げ
れ
ば
文
化

に
な
る
。
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

そ
の
仕
組
づ
く
り
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

●
地
域
間
競
争
が
ど
ん
ど
ん
激
し
く
な
り
、

１０
年
後
に
は
取
り
残
さ
れ
る
地
域
が
た
く

さ
ん
出
て
く
る
。
早
急
に
文
化
で
活
力
を

生
み
出
す
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
ほ
し
い
。

相田　康幸さん
（株）日本ブレインウ
ェアトラスト代表取
締役社長

人
の
集
ま
る

施
設
の
整
備
を

●
富
山
県
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
際
、

邦
楽
用
の
ホ
ー
ル
が
な
い
こ
と
や
、
集
客

の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
富
山
市
、
高

岡
市
で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
う
。
射
水

市
は
富
山
市
と
高
岡
市
の
中
心
に
あ
る
の

で
、
人
を
集
め
ら
れ
る
施
設
の
整
備
が
進

め
ば
い
い
と
思
う
。

●
以
前
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
琴
の
演
奏
会
を

開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
。
太
閤
山
ラ
ン
ド

は
人
が
集
ま
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
利

用
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

ロ
マ
ン
あ
る
港
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

●
人
は
、
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
を
求
め
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
点
を

生
か
す
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

●
射
水
市
全
体
を
眺
め
た
と
き
、
海
王
丸
パ

ー
ク
と
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
大
規
模
な
集
客

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

●
「
射
水
」
と
い
う
名
前
は
す
ご
く
い
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
重
要
な
要
素
な
の
で
、
得

し
た
感
じ
が
す
る
。

●
射
水
市
に
は
い
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

「
日
本
一
」
の

ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
を

●
番
組
を
制
作
す
る
視
点
か
ら
射
水
市
を
見

る
と
、
番
組
に
な
る
い
い
素
材
は
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
点
在
し
て
い
た
り
、
つ
な
が

り
が
薄
く
「
こ
れ
！
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト

が
な
い
の
で
売
り
出
し
に
く
い
印
象
が
あ

る
。
歴
史
を
利
用
し
た
海
と
山
の
物
語
を

つ
く
れ
ば
ど
う
か
。

●
射
水
市
に
は
珍
し
い
深
海
魚
が
存
在
す
る
、

魚
種
が
豊
富
で
１
日
２
回
の
競せ

り
が
あ

る
、
珍
し
い
橋
が
多
い
な
ど
、
日
本
一
に

な
り
そ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
日

本
一
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
い

け
ば
売
り
込
み
や
す
い
だ
ろ
う
。

●
「
命
」「
健
康
」「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
は

重
要
で
あ
る
。
こ
の
３
つ
を
大
切
に
し
、

射
水
市
民
の
感
覚
で
見
た
将
来
像
を
描
い

て
ほ
し
い
。

下
条
川
を
生
か
す

イ
ベ
ン
ト
を

●
地
域
の
一
体
化
を
目
指
す
た
め
に
も
、
市

町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
伸
ば
す
よ
う
な

施
策
を
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

●
昔
は
下
条
川
を
船
で
下
り
、
越
の
潟
で
海

水
浴
を
楽
し
ん
だ
が「
下
条
川
の
川
下
り
」

を
復
活
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
き
れ
い
な

千
本
桜
も
あ
り
、
内
川
と
同
様
に
下
条
川

で
も
遊
覧
船
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
面

白
い
だ
ろ
う
。

大井　紀子さん
日本テレビ放送網（株）
コンプライアンス推
進室考査部参与

草野　英治さん
東京小杉会会長

黒川　真理さん
黒川邦楽院学院長

須藤　晃さん
音楽プロデューサー

田保　智世さん
（株）ライトパブリシ
ティプロデューサー

「
絵
本
」「
命
」「
キ
ト
キ
ト
」で

射
水
市
を
発
信

●
合
併
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
特

産
品
を
は
じ
め
い
い
も
の
が
集
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、
全
て
の
も
の
に
「
命
」
と
い

う
共
通
項
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
し
て
最
初
に
赴
任
し
た
の
が
富
山
県

で
あ
り
、
命
の
象
徴
で
も
あ
る
「
キ
ト
キ

ト
」
と
い
う
言
葉
が
一
番
好
き
で
あ
る
。

●
大
島
絵
本
館
は
素
晴
ら
し
い
射
水
市
の
財

産
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
絵
本
の
い
い
と

こ
ろ
は
、
シ
ン
プ
ル
な
中
に
多
く
を
伝
え

ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。「
絵
本
」
と
「
命
」

と
「
キ
ト
キ
ト
」
を
使
っ
て
、
射
水
市
を

発
信
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

村上　信夫さん
日本放送協会ラジオ
センターアナウンサ
ー

生
活
の
豊
か
さ
、

人
の
豊
か
さ
を
Ｐ
Ｒ

●
射
水
市
は
、
派
手
さ
は
な
い
が
歴
史
が
あ

り
、
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
肩
肘

張
ら
ず
、
お
金
を
か
け
ず
に
歴
史
や
風
土

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
恵
ま
れ
た
自
然
や
お
い
し
い
食
べ
物
な
ど
、

生
き
て
い
く
上
で
の
豊
か
さ
や
住
ん
で
い

る
人
の
豊
か
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
ど
う

だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
射
水
市
は
、
人
も
魚

も
「
キ
ト
キ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
だ
と
思
う
。

中島　正人さん
（株）ちよだ鮨取締役
イートイン事業部長

一
人
ひ
と
り
が

「
い
み
ず
」
を
広
め
る

●
人
の
心
を
一
つ
に
し
な
い
と
何
事
も
始
ま

ら
な
い
。
全
国
を
回
っ
て
い
る
が
、
人
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

●
今
、
地
域
力
が
低
下
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
が
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

を
し
っ
か
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

●
「
い
み
ず
（
射
水
）
」
の
読
み
方
は
難
し

い
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
が

だ
れ
か
一
人
に
「
い
み
ず
」
と
伝
え
る
。

そ
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
け
ば
自
然
に
「
い
み
ず
」
と

浸
透
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
自

身
、
こ
れ
ま
で
純
粋
に
故
郷
を
思
う
気
持

ち
を
歌
に
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
射

水
の
た
め
に
人
間
味
あ
る
歌
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

聖川　湧さん
作曲家

能
力
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。
港
に
は
ロ

マ
ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
新
湊
地
区
に
可

能
性
を
感
じ
る
。

●
地
域
の
一
体
化
に
つ
い
て
、
無
理
に
一
つ

に
な
ろ
う
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
独
自
の
文
化
の
発
展
に
力
を

注
い
だ
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

が
、
つ
な
が
り
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
欠
け

て
い
る
と
思
う
。
住
む
人
、
来
る
人
み
ん

な
が
幸
せ
で
な
い
と
ま
ち
は
機
能
し
な
い

の
で
、
住
む
人
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
訪

れ
る
人
が
楽
し
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
「
射
水
市
は
い
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
。

―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―�

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議�

―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―�

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議�

―
ゆ
か
り
の
地
　
射
水
へ
の
思
い
を
語
る
―�

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
会
議�
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市では、簡素で効率的な行財政運営を行うため、射水市行財政改革推進会議での意見、提言を踏まえて、市政
運営の指針となる『射水市行財政改革大綱』を昨年末に策定しました。
また、大綱の基本的な考え方に基づき、市が実施または検討する実施計画を『射水市行財政改革集中改革プラ

ン』として、このほど取りまとめました。

市
で
は
、（
仮
称
）射
水
市
子
ど
も

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、

現
在
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
す

る
条
例
案
検
討
協
議
会
で
条
例
素

案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
条
例
素
案
を
公
表
し
、

子
ど
も
の
幸
せ
と
健
や
か
な
成
長

を
図
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
条

例
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
条
例
制
定
の
背
景
、
目
的

児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
子
ど

も
が
犠
牲
と
な
る
犯
罪
な
ど
子

ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
憂

慮
す
べ
き
事
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
子

ど
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
や
社
会
情

勢
の
変
化
か
ら
、
家
庭
で
の
子

ど
も
の
養
育
力
の
低
下
や
地
域

の
連
帯
の
希
薄
化
な
ど
か
ら
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
関
わ

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
市
と
し
て
、
子
ど
も
に

と
っ
て
の
幸
せ
を
考
え
、
そ
の

健
や
か
な
成
長
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
規
範
と
な
る
条
例

を
制
定
し
ま
す
。
家
庭
や
地
域

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
子

ど
も
が
こ
こ
ろ
豊
か
な
大
人
と

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
募
集
対
象
者

射
水
市
内
に
居
住
も
し
く
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。
市

に
納
税
義
務
の
あ
る
個
人
・
法

人
な
ど
。

◆
募
集
用
紙

条
例
素
案
と
意
見
記
入
用
紙

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
市
役
所
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

◆
提
出
方
法

所
定
の
意
見
記
入
用
紙
に
記

入
の
上
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
条
文
構
成

○
目
的

○
定
義

○
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に

大
切
な
子
ど
も
の
権
利

○
責
務
（
市
、
親
等
、
育
ち
・

学
び
の
施
設
関
係
者
、
地
域

社
会
）

○
連
携

○
相
談
及
び
救
済

○
推
進
計
画

○
推
進
委
員
会

◆
提
出
及
び
問
合
せ
先

少
子
化
対
策
・
子
ど
も
の
権
利
班

〒
９
３
４
ー
８
５
５
５

射
水
市
本
町
二
丁
目
１０
番
３０
号

（
新
湊
庁
舎
）

�

８２
ー
１
９
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８２
ー
８
２
６
９

E-m
ail:kodom

o@
city.im

izu.lg.jp

集中改革プランでは、平成１８年度から２２年度までの５年間の具体的な取組について、大綱の推進手法に沿っ
て分かりやすく明示しています。
市民の皆さんには、毎年度、その進ちょく状況をお知らせするとともに、集中改革プランの内容変更などに

ついても公表していきます。
大綱及び集中改革プランについては、市ホームページのほか、市役所小杉庁舎２階の行政改革推進課でもご

覧いただけます。
集中改革プランの中で、特に具体的目標を掲げて取り組む手法のうち主なものは、下記のとおりです。

４月１日から「ひとり親家庭等福祉年金
事業」が廃止となり、「母子自立支援事業」
が拡大されます。
国などのひとり親等世帯への支援方針

が、これまでの「手当給付」から「就
労・自立支援」へ転換されたことに伴う
ものです。皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

「母子自立支援給付金事業」の拡大内容

自立支援教育訓練給付金
市が指定した職業能力開発のための受講料の一部を助成するもの。

助成及び拡大内容
●（旧）受講料の４０％ ⇒（新）受講料の５０％
●補助額 ８,０００円～２００,０００円

高等技能訓練促進費

問合せ先

看護師、介護福祉士など経済的自立に効果的な資格取得を目的と
して２年以上養成機関で修業される方に対して、一定期間の生活
費を助成するもの。

助成及び拡大内容
●（旧）月額 １０３,０００円 ⇒（新）月額 １３０,０００円
●修業期間の最後の１／３相当期間（１２か月を上限）

気軽に、市母子自立支援員まで問い合わせください。

児童家庭課（新湊庁舎） �８２－１９５３

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～

4月1日から児童福祉制度が変わります�

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～

母子家庭のお母さんの自立をお手伝いします�

詳細は、市ホームページから行政改革推進課のペー
ジをご覧ください。
射水市ホームページ　http://www.city.imizu.toyama.jp/

１ 簡素で効率的な行財政運営の推進
○健全財政の推進
○事務事業の整理合理化
○公共施設の統廃合の推進
○民間活力の導入
○指定管理者制度の有効活用
○公営企業の経営健全化

２ 市民サービスの効率化等
○手続の簡素化等による市民負担の軽減
○環境に配慮した行政運営の推進

３ 人事・給与の適正化及び組織の活性化
○人事管理及び定員の適正化
○組織の見直し
○職員の意識改革と人材育成の推進
○外郭団体の組織・経営の見直し

４ 説明責任・情報公開及び透明性の向上
○審議会等会議の公開
○行政の説明責任
○監査機能の充実

５ 市民と行政の協働で築く地域社会の創造
○市民と行政の相互連携の強化
○市民活動の支援による協働の推進

主な推進手法

①市単独補助金を見直し、補助金総額の１５％以上
について削減する。

②全施策・事業を見直し、事務事業数の２０％以上
の事業について成果を上げる。

③保育園については、さらに２園の民営化を目標
とする。

④指定管理者制度については、図書館など４５施設
について、移行を推進する。

⑤公共施設において、原則として冷房は２８度、暖
房は２０度を厳守する。

⑥１９年度に「地球温暖化防止射水市役所実行計画」
を策定し、１８年度エネルギー消費量を基準にし
て期間内に６％以上削減する。

⑦１８年度から２２年度までに７.３％（８７名相当）以上
の職員を減員する。

主な取組

問合せ先 行政改革推進課（小杉庁舎）
５７－１６２８

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～

射水市の行財政改革
～改革の着実な推進に向けて～
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電車内が演劇場になった寄席電が３月１１
日、万葉線で行われ、電車に揺れながら、笑
いの世界を楽しみました。
この企画は、万葉線を身近に感じ、利用促

進を図ることを目的に万葉線対策協議会が主
催。３便に分けて１５０人が
乗車し、射水市出身の藤沢
姉弟の漫才や安野家仁楽斎
の落語などの話術に、参加
者は抱腹絶倒していまし
た。

―― 万葉線　寄
よ

席
せ

電
でん

――

電車の中で 大笑い！

射水市（旧小杉町）出身の日本画家郷倉千靱氏を父に持
ち、射水市名誉市民である郷倉和子画伯の作品展が３月１７
日から小杉展示館で開催されています。
郷倉和子画伯は大正３（１９１４）年、東京都谷中で千靱氏

の長女として生まれ、女子美術専門学校を主席で卒業し院
展で活躍。日本芸術院会員で平成１４（２００２）年には文化功
労者として顕彰されるなど日本画壇で活躍されています。
今回は「かほりシリーズ」４４点の中から「紅白梅」や

「チューリップ」など１３点が公開されています。
作品展は４月２５日まで開催されています。心安らぐ作品

を鑑賞しに足を運んでみてはいかがですか。

―― 小杉展示館　郷倉和子展 ――
心温まる日本画

市立中学校は３月１４日、市立小学校は１６
日に各校で卒業式が行われ、卒業生は数え切
れない思い出とともに、慣れ親しんだ学び舎
を巣立ちました。
平成１８年度の市立小学校の卒業生は９７３

人、市立中学校の卒業生は８６４人。学校長よ
り卒業証書を受け取った卒業生は、在校生や
恩師、保護者に拍手で送られながら、思い出
を胸に輝かしい未来に向け歩き始めました。

大門中学校の卒業生

―― 市立小・中学校卒業式 ――
思い出を胸に旅立つ

射水ブランドの構築に向けて組織された「射水ブランド検討
委員会」が３月６日、射水ブランド基本計画の骨子などを分家
市長に答申しました。
同委員会は昨年６月から５回にわたり審議し、射水市の目指

す地域イメージや基本計画の骨子、ＰＲ方法などをまとめ市に
提出。会長の奥野射水商工会議所会頭は「射水ブランドに対す
る市民の意識は非常に高い。今後、この計画を柱に具体的に実
施していきたい」と今後の展望について話されました。
今後、射水ブランドの発信に向け具体的な行動計画を策定し、
官民一体となり射水ブランドの発信に向け、全力で取り組むこ
とになります。

―― 射水ブランド検討委員会 答申 ――
射水ブランドを発信！！

４月１日から本格運行する射水市コミュニティバスの愛称
が「きときとバス」に決まりました。
愛称は１月初旬より公募され、６７１件の応募があり、その

中から多くの人が公募し、元気あふれる市のイメージを表現
した「きときとバス」に決定。
愛称決定表彰式が３月２０日、小杉庁舎で行われ、「きとき

とバス」の愛称を考案し最優秀賞に輝いた５人の方が表彰さ
れました。受賞した折橋さんは「“きときと”は自分が一番
好きな言葉。多くの人がバスに乗って欲しい」と話されました。

最優秀賞受賞者

中川　郁哉（大門小４年生） 渋田　浩司（小杉小５年生）
宮本　実奈（放生津小５年生） 野村　健太（奈古中２年生）
折橋龍太郎（新湊南部中２年生）

―― 射水市コミュニティバス愛称決定 ――
愛称は「きときとバス」

南太平洋の島国、サモアに青年海外協力隊員とし
て派遣される東保万里さん（太閤山）が３月２２日、
分家市長を表敬訪問し、激励を受けました。
サモアはオーストラリアに隣接した、鳥取県より

やや小さい、人口約１８万５千人の島国。東保さん
は２年の任期で自動車整備技術者の養成を現地で行
う予定です。東保さんの父、彬人さんも青年海外協
力隊員として１９７２年にタンザニアに同職種で参加
し、親子２代での参加になります。「車は人の命を
与っている。交通モラルや命の大切さを教えたい」
と東保さんは抱負を述べました。

―― 青年海外協力隊員東保さん サモアに ――
交通モラルを教えたい

コミバス運行中 ⑲小杉駅・足洗線　荒町下車
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毎週火曜日

5 月

２０日

２日
９日
１６日
２２日
７日
２日
９日
１６日
２２日
７日

２３日

２０日
１８日

１４日
３０日

１日

２４日

１１日

１８日

１０日５日

７日・１８日
１０日
２８日

１６日

4 月

１５日

４日
１１日
１８日
２４日
２日
４日
１１日
１８日
２４日
２日

１６日
２５日

６日・２０日
１２日
２３日

２６日

１５日
２０日
６日

２６日

１３日

２０日

１８日

５月は大門総合会館で実施
新湊交流会館１０：００～１５：００

相　　談　　名 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と

行政相談

人権相談

小杉社会福祉会館

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

新湊交流会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺
小杉社会福祉会館
新湊福祉会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺

心配ごと相談

成年後見制度相談

１３：００～１６：００

１４：００～１６：００

毎週月曜日（祝日除く） 小杉社会福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館
毎週火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター

布目庁舎別館

教育相談 １３：００～１７：００月・水・金曜日 教育センター

住宅相談
１０：００～１６：００ ショッピングセンターパスコ

年金相談 １０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

月曜日～金曜日
（祝日除く）消費生活相談 ９：００～１６：００ 大島庁舎

新湊庁舎

障害者サテライト相談 大島社会福祉センター

新湊商工会議所

無料法律相談

１３：００～１６：００ 小杉庁舎 要予約（４／１２・５／１０
より）�５７－１６２７

�８２－１９５２

１３：００～１５：３０ 小杉社会福祉会館 要２週間前から予約
（※１）�５５－２８１３

火・金曜日は専門員が対応
�５２－７９７４

税理士の税務相談 １３：００～１５：００ 高岡本丸会館 �２５－６６２４

※子育て支援センター
開所時間中は、随時
保育士による子育て
相談を受け付けてい
ます。

�０７６－４４４－４４００

�８２－１６７８

女性のこころと生き方相談
９：００～１１：００
１４：００～１６：００

働く婦人の家「きらめき館」 �５５－５６５０

家庭児童・母子父子相談 ９：００～１７：００月曜日～金曜日 新湊庁舎 �８２－１９５３
青少年育成相談 ８：３０～１７：００月曜日～金曜日 少年育成センター �５６－２１４８

子どもの悩み総合相談
９：００～１７：００

月曜日～金曜日
（祝日除く） 小杉庁舎　１階

子どもの悩み総合相談室

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

�・�５７－０１００
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

ほっとスマイル
子ども相談

１４：００～１８：００
１４：００～１７：００

臨床心理士による
子育て相談

新湊子育て支援センター１０：３０～１２：００
２５日６日 小杉北部子育て支援センター
１１日１３日 小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

１０日２７日 大門きらら子育て支援センター
１８日２０日 大島子育て支援センター
１８日２０日 下村子育て支援センター

１０：００～１２：００

２２日

保健師による育児相談

新湊子育て支援センター
１７日 小杉北部子育て支援センター

１５日 小杉南部子育て支援センター
９：３０～１１：３０

８日 大門きらら子育て支援センター
３日 大島子育て支援センター
１０日 下村子育て支援センター

交通事故相談 富山警察署分庁舎１３：００～１５：００
�２１－９４１１巡回交通事故相談 高岡総合庁舎１０：００～１５：００
要予約　�８２－８１００時間外医療相談（無料） 射水市民病院 医療相談室１７：３０～１９：００

月曜日
水曜日

要予約　�５５－２７９９
E-mail :smile@toyamav.net

（心理カウンセラー
による相談）

毎週水曜日
（祝日除く）

※要予約
連絡先は上記と同じ

１３：３０～１６：３０ 新湊福祉会館
要前日予約
（８：３０～受付定員６人）
�８２－８４５１

※１…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�
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「毎日使う冷蔵庫にもエコな取り組みを（後編）」

今月のテーマ

先月に引き続き、今月も冷蔵庫について考えてみ
ましょう。

・冷蔵庫の扉を開くのは手短に！
扉を開くたびに冷気は逃げています。時間を減らすた
め、物を整理してしまうなど工夫してみましょう。冷蔵
庫用のカーテンをつけるのも効果的です。
扉を５秒間あけていた場合と２０秒間あけていた場合の
比較

年間 ＣＯ２　６.３㎏削減　約４００円節約

・すきまをあけて設置してますか？

冷蔵庫の周りにすきまをとっておかないと熱が逃
げず、エネルギー効率が悪くなります。購入商品の
カタログを見て、指定のスペースをとりましょう。
壁にくっつけて設置した場合とカタログどおりに
設置した場合の比較

年間 ＣＯ２　１９.３㎏削減　約１,２３０円節約

※この期間に受けられない方は、獣医さんで受けてください。
※飼犬が死亡したときや所在地を変更したとき、または飼主
の住所・氏名を変更したとき（譲渡等）は、必ず各地区行
政センター窓口へ届け出てください。

◎集合注射会場には飼犬に必ず首輪をつけて来てください。胴輪では注射時に飼犬を保持できず危険です。

◎鑑札、注射済票は必ず飼犬の首輪につけましょう。

◎飼犬のステッカーは、住居の見やすいところに貼りましょう。

・買い替えの際は、省エネタイプを

省エネに配慮した冷蔵庫を選ぶだけでも、使用す
るエネルギーが少なくなり、家計も助かります。買
い替えの際は、考えてみましょう。

犬の所有者には、飼犬の登録と年１回の予防注射が義務付けられてい
ます。
下記の日程で犬の登録と予防注射を行いますので利用してください。
登録済みの方には、注射案内ハガキ、予診票を郵送いたします。必ず

持参ください。（予診票は必ず事前に記入してきてください）

環境課（大島庁舎）�５２－７９６７

日時・会場
問合せ先

～地球にやさしい生活を～チャレンジ・エコライフ！チャレンジ・エコライフ！

登録料金・注射料金

日　　程

４月９日（月）
１０：００～１１：００ 片口連絡所前
１３：００～１４：００ 堀岡福祉センター前
１４：３０～１５：３０ 本江連絡所前

新湊

４月１９日（木）

４月２０日（金）

４月２２日（日）

４月２４日（火）

４月２５日（水）

４月２６日（木）

４月２９日（日）

１０：３０～１１：３０ 浅井公民館前
１３：３０～１４：３０ 櫛田公民館前
１０：００～１０：４５ 大門総合会館前
１１：００～１１：４５ 水戸田トレーニングセンター前
１０：００～１２：００ 大門庁舎（旧大門町役場）前
１３：３０～１４：００ 橋下条公民館前
１４：３０～１５：１０ 金山公民館前
１５：３０～１５：４５ 野手公民館前
１３：００～１４：００ 小杉社会福祉会館前
１４：２０～１４：５０ 戸破公民館前
１５：２０～１５：５０ 大江公民館前
１６：１０～１６：３０ 白石公民館前
１０：００～１０：３０ 竹内源造記念館前
１１：００～１１：３０ 南太閤山公民館前
１３：００～１４：００ 太閤山公民館裏（駐輪場）
１４：３０～１５：１０ 黒河公民館前
１５：４０～１６：３０ 池多公民館前
９：００～１０：３０ 小杉社会福祉会館前
１１：００～１２：３０ 中太閤山公民館前

大門

小杉

大島
下

４月１１日（水）

４月１２日（木）

４月１４日（土）

１０：００～１１：００ 神保寺公民館前
１３：００～１４：００ 海老江連絡所前
１４：３０～１５：３０ 七美連絡所前
１０：００～１０：３０ 庄西公民館前
１１：００～１２：００ 塚原連絡所前
１３：３０～１４：１５ 新生町公民館前

１０：００～１１：３０ 大島社会福祉センター西横
１３：３０～１５：００ 下庁舎（旧下村役場）前

新湊４月１５日（日）
１０：００～１２：００
１３：００～１４：００

新湊保健センター前

大島

既 登 録 犬 新規登録犬
登　　録　　料 －－－－－

注　　射　　料 ２,４５０円

注射済票交付手数料 ５５０円

合　　　計 ３,０００円

登　　録　　料 ３,０００円

注　　射　　料 ２,４５０円

注射済票交付手数料 ５５０円

合　　　計 ６,０００円

４月１６日（月）
１３：００～１３：３０
１４：００～１４：３０
１５：００～１５：３０

※都合のよい会場で注射を受けてください。

常磐町公民館前
中野公民館前
大島社会福祉センター西横

１４：４５～１５：４５ 作道連絡所前

時　　間 場　　　所 地区 日　　程 時　　間 場　　　所 地区



3～4か月児健康診査
Ｈ１８年１２月生

大島

１３：００～１３：２０

大島保健センター４月６日（金）

大門 大門保健センター４月１０日（火）

新湊 射水市民病院４月１８日（水）

小杉・下 小杉保健センター４月２０日（金）

大門 大門保健センター５月８日（火）Ｈ１９年１月生

項　　　　目 対　象　者 対象地区 実　施　日 受付時間会　　　　場

健診

新湊 新湊保健センター４月４日（水）

小杉・下 小杉保健センター４月１３日（金）

大門・大島 大門保健センター４月１８日（水）

新湊 新湊保健センター５月９日（水）

小杉・下 小杉保健センター４月５日（木）

大門・大島 大門保健センター４月１２日（木）

新湊 新湊保健センター４月２６日（木）

小杉・下 小杉保健センター５月１０日（木）

新湊 新湊農村環境改善センター４月１１日（水）

小杉・下 小杉保健センター４月１７日（火）

大門・大島 大門保健センター４月２４日（火）

新湊 新湊農村環境改善センター４月１２日（木）

大門・大島 大門保健センター４月３日（火）

小杉・下 小杉保健センター４月２３日（月）

全市 小杉保健センター４月２２日（日）

全市 下村保健センター
４月１９日（木）

教室

むし歯予防教室
（1歳6か月児・3歳児）

１歳６か月児
（Ｈ１７年９月生）
３歳児（Ｈ１６年４月
生）の教室参加者

１３：００～１３：２０

むし歯予防教室
（2歳児・2歳6か月児）

２歳児（Ｈ１７年４月生）
２歳６か月児
（Ｈ１６年１０月生）の
教室参加者

１３：００～１３：２０

大島 大島保健センター４月１１日（水）

大門 大門保健センター４月１９日（木）

新湊 新湊農村環境改善センター４月２５日（水）

１３：３０～１４：００

１３：００～１４：００

小杉・下 小杉保健センター４月２６日（木） １３：３０～１４：３０

新湊保健センター４月６日（金）
ぴよぴよ相談
（育児・母乳相談、
絵本の読みきかせ、

離乳食実習）

生後８か月まで 全市

１３：００～１３：３０

１３：００～１３：３０

小杉保健センター４月９日（月）

下村保健センター４月１３日（金）

大門保健センター４月１７日（火）

新湊保健センター５月８日（火）

大門保健センター４月５日（木）

大島保健センター４月１０日（火）

新湊保健センター４月２０日（金）

小杉保健センター４月２５日（水）

大門保健センター５月１０日（木）

９：３０～１０：００

にこにこ相談
（育児・栄養相談）

生後９か月以降 全市 ９：３０～１０：００

ＢＣＧ Ｈ１８年１２月生

1歳6か月児健康診査
Ｈ１７年９月生

１３：００～１３：２０

Ｈ１７年１０月生

3歳6か月児健康診査
（むし歯予防教室も

あわせて実施）

Ｈ１５年１０月生

Ｈ１５年１１月生

１３：００～１３：２０

マタニティ教室A《要申込み》 １３：１５～１３：３０

５月１０日（木）マタニティ教室B《要申込み》 ９：１５～ ９：３０
妊婦

もうすぐパパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦とその夫

相談

予防
接種

４月３０日
（休）

越野医院（本町）（内） ８２－２６００
とよた小児科クリニック（小島）（小） ５２－０２８８
かわなか歯科医院（高岡市） ３６－８０７７

月　日 医　院　・　病　院 電 話 月　日 医　院　・　病　院 電 話

４月１日
（日）

矢野医院（本町）（内） ８２－５１５０
ながさきクリニック（赤井）（耳鼻・咽） ５２－８８００
いまむら歯科医院（高岡市） ２１－４６１８

５月３日
（祝）

ひのき整形外科（善光寺）（整外） ８４－８８００
こすぎ皮ふ科クリニック（太閤山）（皮） ５７－３７１１
畑歯科医院（高岡市） ２８－３３００

４月８日
（日）

万葉クリニック（七美）（内） ８６－８７８７
浅山外科胃腸科医院（八塚）（外・胃） ５２－３５５３
歯科クリニック福井（高岡市） ２４－７６５０

５月４日
（休）

梅崎クリニック（海老江）（内） ８６－８４２０
真生会富山病院（下若）（内・小・眼） ５２－２１５６
岩井歯科医院（北野） ５２－４５６７

４月１５日
（日）

麻生医院（中新湊）（内） ８２－３７１０
海木クリニック（中太閤山）（整・内・麻） ５６－７３６６
小山歯科医院（氷見市） ７４－２２７６

５月５日
（土）

長徳寺クリニック（本町）（整外） ８４－７１７１
レディースクリニックむらた（橋下条）（産・婦）５７－４１４１
梶川歯科医院（高岡市） ２５－８２１１

４月２２日
（日）

木戸クリニック（朴木）（内） ８２－７３００
摂津小児科医院（中太閤山）（小） ５６－５７７５
杉本歯科医院（高岡市） ２５－２５７８

５月６日
（日）

渋谷医院（殿村）（内） ８２－５３２８
高橋医院（黒河）（内） ５６－０３４６
和田歯科医院（高岡市） ２５－６４８０

４月２９日
（日）

中新湊内科クリニック（中新湊）（内） ８２－２０００
おおむら耳鼻科医院（東太閤山）（耳鼻・咽） ５６－８５７７
高畠歯科医院（三ケ） ５５－００１９

保健だより�保健だより�4月号� ・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（4月1日～5月10日）

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）
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保険医協会の
健康テレホンサービス

4月のテーマ
�076－442－0003

月 市販の風邪薬

火 おしっこについて

水 帝王切開術

木 「洗口剤」について

金 心身症

土・日 手足のしびれ

ヘルスボランティア養成講座
ヘルスボランティアは、地域で歩こう会や血圧測

定などを実施し、健康づくりをすすめているボラン
ティアです。
対　象 射水市在住のおおむね６０歳までの方

（できれば、全回出席できる方）
修了後、ヘルスボランティアとして活動で
きる方

内　容 健康学習、血圧測定実習、体力測定、心肺
蘇生法、施設見学など

期　間 平成１９年５月～平成２０年２月
（１２回 １コース）

時　間 午後１時３０分～３時３０分
会　場 小杉保健センター
定　員 ３０名

※講座・教室の会場、時間は内容により変更します。詳しい日程等は申込者へ案内します。

栄養教室（食生活改善推進員養成講座）
食生活改善推進員は、「私たちの健康は私たちの

手で」をスローガンに健康的な食生活をすすめる活
動を地域で行っています。
対　象 射水市在住のおおむね６０歳までの方

（できれば、全回出席できる方）
修了後、推進員として活動できる方

内　容 栄養と健康づくりに関する講義・
調理実習など

期　間 平成１９年５月～平成２０年２月
（１２回 １コース）

時　間 午前９時３０分～午後２時
会　場 新湊保健センター　
受講料 ２,０００円
定　員 ３０名

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

がん検診料金が変わります！！
検診は、６月から実施します。日程等の詳細について

は「平成１９年度射水市健康カレンダー」をご覧ください。

※６５～６９歳で「老人医療受給者証」をお持ちの方は無料となります。

妊婦健康診査を拡充します！！
１ 県内の医療機関で、無料で受診できる妊
婦健康診査を１回増やし５回とします。
２ 妊婦健康診査の検査項目を追加します。
〈追加する検査項目〉
１回目　子宮頸がん検診、血液型（不規

則抗体）、Ｃ型肝炎抗体検査、
血糖検査

４回目　血糖検査
※平成１９年４月の妊娠届出から実施します。

詳しくは、健康推進課または各保健センター
に問い合わせください。

健康づくりや正しい食の知識を学び、家族、地域に健康づくりの輪を広めていきましょう。

受講生募集！！

すこやかな赤ちゃんが生まれるために
妊娠中は異常がなくても定期的に
健康診査を受けるようにしましょう。

検　診　名 検診料金
無料の人

高齢者 節目年齢者

大腸がん検診
集団検診 ５００円 ７０歳以上

乳房検診 集団検診 １,０００円 ７０歳以上
前立腺がん検診 集団検診 ５００円 ７０～７４歳

医療機関検診 ５００円 ７０歳以上

胃検診
集団検診 １,０００円 ７０歳以上
医療機関検診 １,０００円 ７０歳以上

肺・結核検診
集団検診

レントゲン ５００円 ６５歳以上
喀痰検査 １,０００円 ７０歳以上

子宮がん検診
集団検診 １,０００円 ７０歳以上

頚部 １,０００円 ７０歳以上
頚体部 １,５００円 ７０歳以上

医療機関
検診

医療機関
検診

レントゲン ５００円 ７０歳以上
喀痰検査 １,０００円 ７０歳以上

「平成１９年
度射水市健
康カレンダ
ー」をご確
認ください。

●開講式

ヘルスボランティア養成講座・栄養教室、合同で行います。
５月１８日（金）午後１時３０分～３時３０分　射水市新湊交流会館

○申込締切 ４月２７日（金） ○申込・問合せ先 健康推進課　�８２－１９５４
コミバス運行中 ①新湊・放生津線　福祉会館前下車
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策
定

射
水
市
国
民
保
護
計
画

５
月
１９
日
（土）

午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

２０
日
（日）

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

青
空
に
夢
の
詰
ま
っ
た
大
き
な
凧
を
一
緒
に
揚
げ
ま
せ
ん
か
。
凧
ま
つ
り

の
参
加
団
体
（
自
治
会
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
企
業
・
各
種
団
体
）
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
民
保
護
法
、
富
山
県
の
国
民
保
護
計
画
に

基
づ
き
、
射
水
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
射
水
市
国
民
保
護
協
議
会
で
の
審
議
や

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
作
成
し
た

も
の
で
す
。

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
の
よ
う
な
事
態
を
回
避

す
る
た
め
に
、
国
が
最
大
限
に
努
力
す
る
こ
と
は
当
然
の

責
務
で
す
。

し
か
し
、万
が
一
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
民
の
み
な
さ
ん
を
迅
速
か
つ
的
確
に
保
護
す
る
た
め
、

避
難
や
誘
導
に
関
す
る
事
項
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
べ

き
事
項
な
ど
を
、
市
の
地
理
的
、
社
会
的
特
徴
を
考
慮
し

た
上
で
定
め
て
い
ま
す
。

策
定

射
水
市
国
民
保
護
計
画

■
対
象
と
す
る
事
態

国
の
基
本
指
針
及
び
県
国
民
保
護
計
画
に
お
い
て
想
定
さ

れ
て
い
る
事
態
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
本
市
の
地
理
的
、
社
会
的
特
性
を
考
慮
し
、
県

が
想
定
し
た
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
破
壊
の
ケ
ー
ス
に
お

け
る
被
害
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
頃
か
ら
の
備
え

【
体
制
の
整
備
】

◯
２４
時
間
即
応
可
能
な
体
制

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
等
に
備
え
、
２４
時
間
即
応
可

能
な
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

◯
住
民
の
避
難
・
救
援

住
民
の
避
難
、
救
援
等
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、
市

民
の
協
力
、
自
主
防
災
組
織
、
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の

連
携
・
協
力
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

【
訓
練
の
実
施
】

市
民
や
事
業
所
等
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
自
主
防
災
組
織
、

警
察
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処

【
実
施
体
制
】

国
か
ら
の
指
示
に
よ
り
市
国
民
保
護
対
策
本
部
を
設
置

し
、
住
民
の
避
難
・
救
護
な
ど
国
民
保
護
措
置
を
総
合
的
に

実
施
し
ま
す
。

◯
住
民
の
避
難

国
か
ら
の
警
報
や
避
難
の
指
示
を
、
市
民
に
速
や
か
に

伝
達
す
る
と
と
も
に
、
県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
避
難
実

施
要
領
に
基
づ
き
、
住
民
の
避
難
誘
導
を
実
施
し
ま
す
。

◯
住
民
の
救
援

県
、
関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
、
避
難
住
民
の
救
援
を

実
施
し
ま
す
。（
食
料
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
等
の
供

与
な
ど
）

■
大
規
模
テ
ロ
へ
の
対
処

原
則
と
し
て
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
準
じ
て
、
避

難
、
救
援
な
ど
の
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

※
射
水
市
国
民
保
護
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
総
務
課
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

日
　
程

大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク

（
庄
川
左
岸
河
川
敷
）

場
　
所

○
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
凧
揚
げ
競
技

（
企
業
、
各
種
団
体
）

○
ロ
ー
カ
ル
凧
揚
げ
競
技

（
自
治
会
、
児
童
ク
ラ
ブ
）

※
自
治
会
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
部

の
参
加
に
は
、
助
成
金
が
あ

り
ま
す

参
加
募
集
団
体

越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
観
光
振
興
課
内
）

�
８２
ー
１
９
５
８

申
込
・
問
合
せ
先

射水市民病院�射水市民病院�

第
29
回�

越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り�

第
29
回�

越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り�

伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン
伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン

TEL82－8100
射水市民病院�射水市民病院�射水市民病院�

伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン
伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン

月　　日 内　　容 担　　当

４月１３日（金） 食事療法と単位配分 栄 養 士
４月６日（金） 糖尿病の検査と治療 内科医師

４月２０日（金） 糖尿病と合併症 内科医師
４月２７日（金）

日　付

１９日（土）

２０日（日）

午前１０時～ 開始式
午前１０時１５分～ 子ども凧揚げ
午後１時～３時 全国有名凧揚げ競技
午前９時～ 開会式

午前９時３０分～
凧ギャラリー（参加凧の展示）
凧絵コンテスト（自治会・児童クラブ対象）
全国有名凧揚げ競技

午前１０時４５分～ ローカル凧揚げ競技（児童クラブの部）
正午～ コマーシャル凧揚げ競技（企業、各種団体）
午後２時～ ローカル凧揚げ競技（自治会の部）
午後３時３０分～ 表彰、閉会式

時　　間 イベント内容

油脂（表５）と外食 栄 養 士

広報�2007.4 広報�2007.4広報� 2007.4 18

広報�2007.4広報� 2007.4

広報�2007.4広報� 2007.4広報� 2007.419

広報�2007.4広報� 2007.4

皮膚科･泌尿器科からのお知らせ
４月１日から、皮膚科･泌尿器科の診察日がか
わります。

皮膚科診察日 月・水・木曜日 午前
泌尿器科診察日 月・水・木曜日 午後

受付時間は、午前８時１５分から午前１１時３０分、
１２時４５分から午後２時までです。

シアターボランティアの募集
市民病院では、毎週土曜日（午後）、シアター

ルームでビデオを上映する機器を操作していただ
くボランティアを募集します。
ボランティアをしながら、映画鑑賞をお楽しみ

ください。
時　　間 午後２時～４時
問合せ先 市民病院総務課　�８２－８１００

糖尿病教室のお知らせ
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています。糖尿

病で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族に
お持ちの方など、ぜひ参加ください。

日　時 毎週金曜日　午後１時３０分～３時

場　所 市民病院２階大会議室

最近の深刻な勤務医不足の
中で、射水市民病院では皮膚
科と泌尿器科が非常勤医とな
りましたが、内科、外科など
他の診療科の医療体制を充実
させることができました。ま
た、当院はこの４月から日本
循環器病学会から循環器専門
医研修指定病院に指名されま
した。
今年の１月から麻酔科医が

常勤となったことにより、手
術日程の制限がなくなりました。また、４月からの内
科常勤医は9名で、これまでの研修医に代わり糖尿病
を専門とする医師と、消化器と血液疾患の両者を専門
とする医師を常勤で迎えることができました。さらに、
循環器診療体制を強化するために米国留学から３月帰
国した循環器医を採用し、不整脈治療の専門医（非常
勤）も外来診療に加わりました。外科では金沢大学と
富山大学の協力により外科医が４名（常勤３、非常
勤１）となり、消化器外科だけでなく乳腺外科でも充
実した医療サービスができる体制が整いました。
今後も市民の皆さんが安心して市民病院に相談・受

診できるように、全職員が思いやりを持って安全で良
質の医療を提供する努力を続けてまいります。

新年度を迎えて

病　院　長

麻野井 英次

計
画
の
主
な
内
容

事
　
態

事
　
態
　
類
　
型

武
力
攻
撃

事
　
　
態

・
着
上
陸
侵
攻

・
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

・
航
空
攻
撃

緊
急
対
処

事
　
　
態
《
攻
撃
対
象
施
設
等
に
よ
る
分
類
》

・
危
険
物
質
を
有
す
る
施
設
へ
の
攻
撃

・
大
規
模
集
客
施
設
等
へ
の
攻
撃

《
攻
撃
手
段
に
よ
る
分
類
》

・
毒
性
物
質
等
の
大
量
散
布
に
よ
る
攻
撃

・
破
壊
手
段
と
し
て
交
通
機
関
を
用
い
た

攻
撃

総
務
課（
小
杉
庁
舎
）
�
５７
ー
１
６
２
７

問
合
せ
先

射水市民病院�射水市民病院�

伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン
伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン
伝えよう　地域の食文化！
農産物直売所オープン

農産物直売所が４月からオープンします。
地元農家で生産した季節の野菜、加工品（干だいこん、

漬物、みそ、寒もち等）または切花など、春の味覚「黒河
たけのこ」は４月中旬から、甘みたっぷりのいちご「つぶ
ろまん」は５月中旬ごろに販売されます。

※４月３日（火）射水市農産物直売所に来店された方には買物袋をプレゼントします。（数に限りがあります）

射水市内の直売所
名　　称 所　在　地 開　店　日　時 開始日時

射水市
農産物直売所
�５２－６８０５

ＪＲ小杉駅前
「駅前すぎっ子広場」

⑨市民病院・小杉駅線

⑲小杉駅・足洗線

⑳小杉駅・下庁舎線

ＪＲ小杉駅前下車

○火・木・土曜日（４月～１２月）
午後２時～５時
○第３日曜日
（５月～１２月、ただし、８月は第１・第２日曜日）
午前９時～正午

４月３日（火）
午後２時～

にこにこ
母ちゃん市
�５６－１８８１

ＪＡいみず野黒河支店横
⑰小杉地区循環線

黒河２区下車

○水・金曜日（４月～１２月）
午後２時～６時
（ただし、１０月～３月は午後１時～５時）

４月４日（水）
午後２時～

かあちゃん市
�５２－７３４１

ＪＡいみず野大門支店前
「いっぷくや茶」内

⑬大門循環線
大門中町下車

○水曜日（４月～１２月）
午後１時３０分～２時３０分

４月４日（水）
午後１時３０分～

⑬
大
門
循
環
線

枇
杷
首
下
車
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オーストラリアの家事と私の家族�

新しく‘スポーツ’にチャレンジ！�新しく‘スポーツ’にチャレンジ！�

ＮＰＯ法人

　59－2824�
　下村体育館�

ＮＰＯ法人

ＮＰＯ法人

ＮＰＯ法人

　050－3497－9566�
　大門総合体育館�

　56－6443�
　小杉体育館�

　52－7719�
　大島体育館�

　82－8277�
　新湊総合体育館�

弓道を体験してみませんか� スポーツ少年団員、大募集！！�

新
刊
図
書
案
内�

平日は夜８時まで�

４月の図書館カレンダー�

オーストラリアの家事と私の家族�オーストラリアの家事と私の家族�

321 4 5

32 4 5

6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17

24

18 19 20 21

22 25 26 27 28

29

23

30 1

新しく‘スポーツ’にチャレンジ！�

ＣＩＲ＝国際交流員�

アンドリュー・マカスキル�

日�月�火�水�木�金�土�

○数字�中央館の休館日�
地域館の休館日�
休館日（全館）�

三
世
代
交
流
三
題

黒
河
公
民
館

当
公
民
館
は
、
新
築
開
館
満

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
黒
河
夜
高
祭
」
の
行
灯
を

模
し
た
階
段
棟
、
名
産
の
竹
を

植
え
込
ん
だ
中
庭
の
あ
る
モ
ダ

ン
な
建
物
で
す
。

今
回
は
、
三
世
代
交
流
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
い
た
し

ま
す
。

①
昔
の
遊
び
を
伝
承

昨
年
１２
月
、
老
壮
幼
が
集

い
、竹
馬
、コ
マ
、お
は
じ
き
、

お
手
玉
な
ど
の
遊
び
方
を
、

老
か
ら
幼
へ
伝
え
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

遊
び
の
あ
と
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
手
作
り
の
お
汁
粉

に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

②
本
物
の
餅
つ
き

１
月
１４
日
、
三
世
代
が
公

民
館
に
集
り
、
餅
つ
き
を
行

い
ま
し
た
。

若
い
お
母
さ
ん
や
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
、
杵
や
臼
で

つ
く
餅
つ
き
、
そ
の
餅
が
す

ぐ
口
に
入
る
と
い
う
体
験

は
、
初
め
て
の
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
貴
重

な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

③
ペ
タ
ン
ク
大
会

１
月
２１
日
、
ペ
タ
ン
ク
大

会
を
実
施
。
黄
・
青
・
赤
の

ボ
ー
ル
に
気
力
を
集
中
。

コ
ー
ト
の
周
り
で
は
老
若

男
女
の
歓
声
や
た
め
息
が
交

錯
す
る
楽
し
い
半
日
で
し
た
。

少
子
・
高
齢
化
の
現
状
を
直

視
し
な
が
ら
、
公
民
館
と
し
て

の
地
域
活
動
を
着
実
に
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
男
女
の
役
割

は
世
界
中
の
国
々
や
各
家
庭
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。

今
回
は
私
の
家
族
の
家
庭
に

お
け
る
男
女
の
役
割
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

私
の
家
族
は
父
と
母
、
私
の

３
人
で
、
か
わ
い
い
犬
と
猫
も

一
匹
ず
つ
飼
っ
て
い
ま
す
。
両

親
は
ふ
た
り
と
も
薬
剤
師
で
す

が
、
父
は
も
う
引
退
し
、
母
は

毎
週
２
回
（
半
日
）
働
い
て
い

ま
す
。
私
が
生
ま
れ
る
前
は
、

父
も
母
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。

祖
父
母
も
よ
く
私
の
世
話
を

し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

く
、
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
父
は
フ
ル
タ
イ
ム

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
家
事
を
引
き
受
け

て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
面
積
は

大
き
く
、人
口
は
少
な
い
の
で
、

広
い
裏
庭
つ
き
の
大
き
い
家
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
広
い
分

家
事
は
と
て
も
大
変
で
す
。
父

が
よ
く
す
る
こ
と
は
、
車
の
掃

除
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
家
の
床

と
窓
を
洗
う
こ
と
、
屋
根
の
雨

ど
い
に
た
ま
っ
た
葉
っ
ぱ
や
ご
み

を
取
る
こ
と
、
芝
刈
り
（
大
変
な

仕
事
！
）、
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
な

ど
で
す
。
父
は
料
理
が
出
来
な
い

の
で
母
が
主
に
食
事
を
作
り
ま
す

が
、
そ
の
代
わ
り
父
は
い
つ
も
皿

洗
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
父
は
便

利
屋
で
日
曜
大
工
が
大
好
き
な
の

で
、
家
に
壊
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
自
分
で
直
し
ま
す
。
木

で
も
の
を
作
る
こ
と
が
趣
味
で
、

家
の
机
や
本
棚
、
飾
り
物
な
ど
を

作
り
ま
す
。
最
近
は
大
時
計
も
作

り
ま
し
た
。

母
も
仕
事
を
し
な
が
ら
、
私
を

一
生
懸
命
に
育
て
て
く
れ
た
の
で
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
毎
日

美
味
し
く
て
体
に
い
い
料
理
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
掃
除
機
を
か
け

た
り
、
洗
濯
物
を
し
た
り
、
庭
の

管
理
（
大
変
で
す
！
）
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

や
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
大
好
き
な
母

は
、
色
ん
な
美
し
い
デ
サ
イ
ン
の

も
の
を
作
っ
て
、
家
の
テ
ー
ブ
ル

や
壁
、
ベ
ッ
ド
の
上
な
ど
に
飾
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
の
家
庭
の
場

合
、
父
と
母
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
家

事
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

よ
く
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
っ
た
議
論
を
聞
き
ま
す
が
、
私
の

場
合
小
さ
い
時
か
ら
そ
ん
な
両
親

を
見
て
育
っ
て
い
る
の
で
、
家
庭

を
持
っ
た
時
は
、
積
極
的
に
家
事

に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
れ
た

の
は
両
親
の
お
か
げ
で
す
。
そ
ん

な
両
親
を
本
当
に
尊
敬
し
て
い
ま

す
し
、
大
好
き
で
す
。
私
も
父
や

母
の
よ
う
な
人
間
に
な
れ
た
ら
い

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
年
老
い
た

両
親
を
、
今
度
は
私
が
世
話
を
し

な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〜
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

《
一
般
図
書
》

人
生
の
疑
問
に
答
え
ま
す養老

　
孟
司

ト
オ
サ
ン
の
桜

平
野
久
美
子

下
流
志
向

内
田
　
　
樹

脳
は
な
に
か
と
言
い
訳
す
る

池
谷
　
裕
二

中
古
車
初
期
化
計
画

山
海
堂

子
育
て
マ
マ
の
ネ
ッ
ト
活
用
生
活

安
彦
麻
理
絵

自
然
栽
培
ひ
と
す
じ
に木

村
　
秋
則

兼
六
園
を
読
み
解
く

長
山
　
直
治

綺
麗
に
な
る
古
典
美
人
道大塚

ひ
か
り

ひ
と
り
日
和

青
山
　
七
恵

ラ
ス
ト
・
イ
ニ
ン
グあさ

の
　
あ
つ
こ

恋
七
夜

安
部
龍
太
郎

四
文
字
の
殺
意

夏
樹
　
静
子

風
姿
恋
伝

唯
川
　
　
恵

《
郷
土
資
料
》

乱
橋
池
の
自
然
を
守
れ前

田
　
政
一

命
が
終
わ
る
と
き
　
あ
な
た
は
…

北
日
本
放
送
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５月２２日（火）～７月３１日（火）
毎週、火曜・金曜（全２０回）

日本の伝統文化にふれるよい機会です。気軽に参加
してください。

市内の５つの総合型地域スポーツクラブでは、４月より平成１９年度の教室・講座・サーク
ル活動を開始します。各クラブの案内パンフレットは、クラブ事務局のある各体育施設など
に置いてあります。「健康的で楽しい生活」のために、今春から新しくスポーツを始めてみて
はいかがですか。

期　日

午後７時３０分～午後９時時　間

大島弓道場会　場

中学生以上対　象射水市弓道協会指　導

大島弓道場　�５２－３４００申込・問合せ先

市内６０団のスポーツ少年団がみなさんの入団を待っ
ています。
４月２２日、午前９時から新湊総合体育館で総合結団
式を開催しますので、興味のある方は是非見学に来て
ください。
☆市内各小学校を通じて募集案内を配布しますので、
気軽にお問い合わせください。
なお、入団申込みは、各団まで。
☆スポーツ少年団についての問い合わせは、

スポーツ課　�５９－８０９３まで

閉
館
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

５
月
か
ら
平
日
の
閉
館
時

間
が
「
午
後
７
時
」
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
画
面

が
変
わ
り
ま
し
た
。

各
館
ご
と
の
資
料
検
索
か

ら
一
度
に
全
館
資
料
の
検
索

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、新
着
資
料
情
報
も
ジ
ャ
ン

ル
別
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

全
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
窓

口
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。予
約
の
際
に
は
、

受
取
館
が
指
定
で
き
ま
す
。

http://lib.imizu.toyama.jp リンク集もご利用ください。

⑰小杉地区循環線
小杉保健センター口下車
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⑩市民病院・大門駅線
大島中央公園前下車
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⑲小杉駅・足洗線
⑳小杉駅・下庁舎線
下庁舎前下車
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⑫大門駅・串田線
大門小学校下車
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②新湊庁舎・中新湊線
⑤東部・本江線
総合体育館前下車
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⑩市民病院・大門駅線
大島中央公園下車
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※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
　
�
57
―
１�
6��
2�
１
�

Vol .17

か
も
め
だ
ん
さ
ー
ず�

今回は�

～宝林山 福王寺～�

Vol.17

射
水
市
七
美
に
あ
る
知
的
障
害

者
援
護
施
設
「
い
み
ず
苑
」。
こ
こ

に
、
入
所
・
通
所
者
１０
名
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
に
携
わ
る
職

員
の
吉
久
さ
ん
、
上
堀
さ
ん
で
構

成
さ
れ
る
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
か
も

め
だ
ん
さ
ー
ず
」
が
あ
る
。

「
か
も
め
だ
ん
さ
ー
ず
」
結
成
の

き
っ
か
け
は
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

の
踊
り
を
観
覧
し
た
こ
と
。
ダ
ン

サ
ー
達
が
活
き
活
き
と
踊
る
の
を
、

施
設
利
用
者
達
は
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
観
賞
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
を

見
た
吉
久
さ
ん
が
、
試
し
に
平
成

１２
年
の
い
み
ず
苑
祭
で
、
施
設
利

用
者
３
、
４
人
を
集
め
、
練
習
し

た
踊
り
を
披
露
し
た
。
評
判
は

上
々
で
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
結
成
へ

の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
平
成
１３

年
、
現
在
の
「
か
も
め
だ
ん
さ
ー

ず
」
を
立
ち
上
げ
た
。

当
初
は
納
涼
祭
や
い
み
ず
苑
祭

と
い
っ
た
苑
内
の
催
し
で
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
。
平
成
１４
年
、
こ

の
活
動
を
地
域
の
人
た
ち
に
も
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
下
村
芸
術
文

化
祭
へ
の
参
加
を
申
し
込
ん
だ
。

最
初
は
受
け
入
れ
に
難
色
を
示
さ

れ
た
も
の
の
、
文
化
祭
本
番
で
の

舞
台
は
好
評
で
大
成
功
に
終
わ
っ

た
。
そ
れ
以
来
毎
年
、
文
化
祭
で

の
舞
台
発
表
を
継
続
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
５
月
か
ら
１１
月

ま
で
の
活
動
期
間
中
、
毎
週
下
村

公
民
館
で
練
習
す
る
。
踊
り
の
ジ

ャ
ン
ル
は
民
舞
踊
を
中
心
に
、
よ

さ
こ
い
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
と
、

伝
統
芸
能
か
ら
流
行
の
も
の
ま
で

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
練
習
し
始

め
た
ば
か
り
の
５
、
６
月
頃
は
、

発
表
に
間
に
合
う
か
心
配
な
ほ
ど

の
出
来
で
も
、
指

導
者
の
熱
意
と
メ

ン
バ
ー
の
踊
り
へ

の
ひ
た
む
き
さ
、

懸
命
さ
の
賜
物

で
、
３
か
月
ほ
ど

す
れ
ば
見
違
え
る

ほ
ど
上
達
し
た
出

来
栄
え
に
な
る
。

年
々
難
易
度
の

高
い
振
り
付
け
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
衣
装
も
当
初

は
手
作
り
だ
っ
た

も
の
が
、
今
で
は
着
物
を
生
地
か

ら
選
ん
で
仕
立
て
る
な
ど
、
本
格

化
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

施
設
利
用
者
の
一
人
は
「
振
り
付

け
が
難
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
踊
り
に
挑
戦
で

き
て
楽
し
い
」
と
、
活
動
の
醍
醐

味
を
話
す
。

メ
ン
バ
ー
の
代
表
で
も
あ
る
吉

久
さ
ん
は
、「
知
的
障
害
者
も
健
常

者
と
同
じ
、
楽
し
い
と
き
に
楽
し

い
表
情
を
す
る
。
そ
ん
な
当
た
り

前
の
表
情
や
し
ぐ
さ
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

か
も
め
だ
ん
さ
ー
ず
は
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
発
表
の
場
を
広
げ
、

活
動
を
と
お
し
て
、
踊
り
の
楽
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け

る
障
害
者
へ
の
理
解
の
輪
を
広
め

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

踊
り
の
輪
、
地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

僕
た
ち
の
金
山
小
学
校
は
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
全

校
児
童
が
生
き
物
を
愛
す
る
心
を

も
っ
て
い
て
、
学
校
で
は
、
生
き

物
や
自
然
と
ふ
れ
合
う
活
動
を
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
が
「
サ
ケ
の
放
流
」
と

「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
観
察
・
世
話
」

で
す
。

サ
ケ
の
放
流
は
今
年
で
三
年
目

で
す
。
今
年
も
庄
川
漁
協
よ
り
卵

を
い
た
だ
き
、
観
察
・
水
か
え
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
サ
ケ
の
稚
魚

が
生
ま
れ
た
と
き
は
す
ご
く
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。
放
流
は
、
サ
ケ

が
帰
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
し
な

が
ら
３
月
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
１１
月
初

旬
に
シ
ベ
リ
ア
か
ら
地
域
の
石
畑

池
に
飛
来
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

３
年
生
が
小
杉
小
学
校
３
年
生
を

招
待
し
て
集
会
を
開
い
た
り
現
地

で
い
っ
し
ょ
に
エ
サ
を
あ
げ
た
り

し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
金
山
小
学
校
は
東
京

都
渋
谷
区
立
猿
楽
小
学
校
と
姉
妹

校
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
５
・
６
年
生
が
一
年
お
き
に

来
訪
や
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
東
京
に
行
く
年
な
の
で
、
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

金
山
小
学
校
６
年
　
道
谷
　
俊
輝

射水市立金山小学校の

下
村
馬
事
公
園
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

と
ね
り
こ
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
行
楽
客
で

賑
わ
う
下
地
区
加
茂
中
部
の
一
角
に

「
宝
林
山
　
福
王
寺
」
が
あ
り
ま
す
。

千
百
数
十
年
前
の
弘
仁
年
間
に
北
陸

巡
錫
の
弘
法
大
師
が
、
不
動
明
王
を
刻

み
、
七
堂
伽
藍
を
建
立
し
安
置
し
た
の

が
福
王
寺
の
開
基
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
材
一
本
造
り
の
不
動
明
王
立
像

（
高
さ
１
６
０
㎝
）、
県
内
最
古

の
ひ
と
つ
ヒ
ノ
キ
材
一
本
造
り

の
毘
沙
門
天
立
像
、
珍
し
い
坐

像
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
３
体
は

県
指
定
文
化
財
で
あ
り
、
霊
験

あ
ら
た
か
と
し
て
日
参
者
が
絶

え
ま
せ
ん
。

弘
法
大
師
自
ら
が
彫
刻
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
聖
観
世
音
菩
薩

像
は
、
三
十
三
年
に
一
度
し
か

御
開
帳
さ
れ
な
い
秘
仏
で
あ

り
、
次
回
は
平
成
４０
年
で
す
。
ぜ
ひ
、

拝
観
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〒
９
３
３
ー
０
２
０
４

射
水
市
加
茂
中
部
５
５
０
番
地

コ
ミ
バ
ス
運
行
中
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豊かな自然に囲ま
れた

金山小学校
豊かな自然に囲ま

れた
金山小学校

⑧
新
湊
・
Ｊ
Ｒ
呉
羽
線

⑲
小
杉
駅
・
足
洗
線

⑳
小
杉
駅
・
下
庁
舎
線

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
前
下
車
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�
市
民
病
院
職
員

職
種
・
人
数

�
職
員
　
看
護
師
　
　
　
若
干
名

試
験
日

４
月
２３
日
（月）

募
集
期
間

４
月
２
日
（月）

〜
４
月
１３
日
（金）

�
臨
時
職
員
　
看
護
師
　
若
干
名

�
パ
ー
ト
職
員

薬
剤
師
　
　
　
　
１
名

理
学
療
法
士
　
　
１
名

歯
科
衛
生
士
　
　
１
名

視
能
訓
練
士
　
　
１
名

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

�
８２
―
８
１
０
０

�
新
緑
の
勝
木
原
・
山
菜
と

り
ハ
イ
ク
参
加
者

万
葉
線
と
路
線
バ
ス
を
利
用

し
、
高
岡
市
勝
木
原
地
区
で
の
山

菜
と
り
ハ
イ
ク
を
企
画
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
１３
日
（日）

雨
天
決
行

参
加
費

�
中
学
生
以
上
　
１
、
５
０
０
円

�
小
学
生
　
　
　
　
　
８
０
０
円

�
幼
児
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

※
昼
食
は
各
自
で
持
参

集
合
場
所
・
時
間

市
役
所
新
湊

庁
舎
前
　
午
前
７
時
２０
分

申
込
期
間

４
月
１６
日
（月）
か
ら
４

月
２７
日
（金）
ま
で
、
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

定
員

３０
人

申
込
・
問
合
せ
先

万
葉
線
対
策

協
議
会
事
務
局
（
生
活
安
全
課

内
）
�
５２
―
７
９
６
６

�
あ
な
た
の
地
域
の
花
壇
を

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店
地
方

銀
行
で
は
、
花
と
緑
に
親
し
み
潤

い
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
人
々
に
豊
か
な
心
と
安
ら
ぎ

を
与
え
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
花
壇
づ
く
り
審
査
会

を
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
行

う
予
定
で
す
。
素
敵
な
花
壇
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
花
壇

学
校
花
壇
、
幼
稚
園

・
保
育
園
花
壇
、
一
般
花
壇

応
募
締
切

５
月
３１
日
（木）

申
込
先

地
区
の
頭
取
・
グ
リ
ー

ン
キ
ー
パ
ー
及
び
地
区
行
政
セ

ン
タ
ー

問
合
せ
先

花
と
緑
の
銀
行
射
水

支
店
（
農
地
林
務
課
内
）

�
８２
―
１
９
６
０

�
自
衛
官
募
集

問
合
せ
先

自
衛
隊
高
岡
地
域
事

務
所
　
�
２１
―
２
４
１
１

�
県
民
カ
レ
ッ
ジ
・
高
岡
地
区

教
養
講
座

日
時

５
月
中
旬
〜
１１
月
中
旬
の

水
曜
日
（
全
１０
回
）

会
場

ウ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
グ
高

岡
５
０
３
研
修
室

受
講
料

９
０
０
円

※
４
月
２０
日
（金）

受
付
開
始

問
合
せ
先

県
民
カ
レ
ッ
ジ
高
岡

地
区
セ
ン
タ
ー
　
�
２２
―
５
７

８
７

�
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
１９
年
度
春

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
＆
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１０
日
（火）
〜
５
月

２５
日
（金）

相
談
・
問
合
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北

陸
　
�
０
７
６
―
２
３
３
―
５

９
３
１

※
詳
細
情
報
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

�
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」

展
示
販
売

�
佐
伯
教
通
作
品
展

佐
伯
教
通

�
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

布
・
糸
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

�
三
姉
妹
展

竹
内
悦
子
、
沼
美

智
子
、
豊
田
和
子

ふ
れ
あ
い
教
室

�
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

４
月
４
日
（水）

午
前
１０
時
〜

�
折
り
紙
教
室

４
月
２５
日
（水）

午
後
２
時
〜

⑬
大
門
循
環
線

大
門
中
町
下
車

問
合
せ
先

い
っ
ぷ
く
や
茶

�
５２
―
７
２
２
２

�
さ
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時

４
月
８
日
（日）

午
前
８
時

３０
分
集
合
　
※
雨
天
中
止

場
所

市
役
所
新
湊
庁
舎
前

目
的
地

岩
渡
川
桜
堤

参
加
料

５
０
０
円

持
参
品

昼
食
、
健
康
保
険
証
、

雨
具
、
手
袋
な
ど

問
合
せ
先

新
湊
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
　
�
８２
―
２
２
５
９

�
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

次
の
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
に
な
り
ま
す
。「
減
免
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１

障
害
者
の
方
が
軽
自
動
車
な

ど
を
所
有
す
る
場
合
（
精
神
障

害
者
と
生
計
を
共
に
す
る
方
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
を
含

み
ま
す
）
た
だ
し
、
障
害
の
程

度
に
よ
り
ま
す
。

２

構
造
が
身
体
障
害
者
用
の
軽

自
動
車
な
ど

提
出
先

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

申
請
期
限

５
月
２４
日
（木）

問
合
せ
先

課
税
課（
大
島
庁
舎
）

�
５２
―
７
９
６
０

な
お
、
自
動
車
税
（
普
通
車
）

の
減
免
は
、
富
山
県
総
合
県
税

事
務
所
　
�
０
７
６
―
４
２
４

―
９
２
１
１

�
地
域
審
議
会
を
開
催

左
記
の
日
程
に
よ
り
地
域
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
さ
れ
る

場
合
な
ど
の
詳
細
は
、
地
域
振
興

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

地
域
振
興
課
（
小
杉

庁
舎
）
�
５７
―
１
６
２
２

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

募 集�市 営 住 宅 入 居 者 �市 営 住 宅 入 居 者 �市営住宅入居者�

今月の納税�

募
　
　
　
集

今月の納税�

詳細な情報については�
問合せ先に�

確認してください�

今月の納税�

情報ひろば information
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突
然
の
事
故
や
病
気
の
時
、
病
院
へ

運
ば
れ
る
ま
で
に
市
民
や
救
急
隊
員
が

的
確
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
最
善
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
通
報
時
に
症
状

を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
救
命
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け

て
か
ら
現
場
ま
で
、
平
均
４
・
９
分
で

到
着
し
、
救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
容
態

を
推
察
し
て
症
状
に
応
じ
た
処
置
を
行

い
ま
す
。

高
度
な
救
命
処
置
や
搬
送
す
る
病
院

を
選
ぶ
時
は
、
医
師
の
指
示
を
受
け
て
行
い
ま
す
の
で
、
時
間
を
要

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
病
院
へ
収
容
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は

２４
・
７
分
で
、
全
国
平
均
よ
り
４
分
余
り
早
く
到
着
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
救
急
車
到
着
ま
で
に
応
急
手
当
の
講
習
を
受
講
し
た
市
民
に

よ
る
手
当
も
増
加
し
て
お
り
、
心
肺
停
止
状
態
か
ら
社
会
復
帰
さ
れ

た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
消
防
本
部
で
は
、

随
時
応
急
手
当
の
講
習
会
を
開
催
し
「
い

み
ず
応
急
手
当
員
」
と
し
て
修
了
証
を
交

付
（
昨
年
は
、
１
、
３
３
１
人
）
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
急
手
当
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

�
５６
―
０
１
１
９

射
水
消
防
署

�
８２
―
８
３
３
３

新
湊
消
防
署

市営住宅の入居者を募集します。これまで市営住宅の入居募集は、随時行ってきましたが、
入居者の希望に適切に応えるため、年２回（今年度は５月、１０月、平成２０年の３月の３回実
施）に分けて募集します。現在、入居待機中の方も、新規に申込の手続きをしてください。

公 募 期 間 ５月１日（火）～５月１５日（火）
土・日・祝日を除く午前８時３０分～午後５時３０分
５月１３日（日）は午前９時から午後１時まで受け付けます。

入居可能日 ６月１５日（金）
公 募 住 宅 射水市内の供与可能な市営住宅
対 象 戸 数 今回の公募日から次回の公募日までの空室
入 居 資 格 ○住宅の確保に大変困っている方

○同居または同居しようとする親族がいる方
○所得月額が２０万円以下の世帯
○確実な連帯保証人のある方

入居者の選考方法 申請者の住宅困窮要件を点数にし、その合計点数の高い方から
入居順位を決定します。
合計点数が同点の場合は、公開抽選を行い順位を決定します。

公開抽選日 ５月２７日（日）
申 込 方 法 申請書に所定の書類を添付し、直接申込窓口に提出してください。
申込・問合せ先 建築住宅課（大門庁舎）�５２－７３９５

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

有効期間は３年です。�

いみず応急手当員�

《基礎コース》�

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

あ
な
た
の
応
急
手
当
が�

命
を
救
う
！�

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

24.7分�

4.9分�

病
院�

出
発�

現
着�

通
報�

催
　
し
　
物

今月の納税�

案
　
　
　
内

今月の納税�

募集種目 資　　　格

一 般
・
技 術

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の方は大卒見込
み含む）

受付期間

４月１日
～

５月１１日

年間通じて
募集

試験期日

１次
５月１９日・２０日

（２０日は飛行要員のみ）

２次
６月１９日～２１日
のうち指定する１日

問い合わせください

専門の大卒（見込み含む）
２０歳以上３０歳未満の者

専門の大卒（見込み含む）
２０歳以上２６歳未満の者

１８歳以上２７歳未満の者

歯 科

薬 剤

男 子

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

２等陸・
海・空士

◎青年海外協力隊（２０～３９歳対象）

開催地 月　日 時　間 会　場

富山市 ４月５日（木）午後７時～ インテックビル４Ｆ

富山市 ４月１４日（土）午後２時～ サンシップとやま

◎シニア海外ボランティア（４０～６９歳対象）

開催地 月　日 時　間 会　場

富山市 ４月１４日（土）午前１０時３０分 サンシップとやま

富山市 ４月２４日（火）午後７時～ インテックビル４Ｆ

今月の納税�

広報�2007.4広報� 2007.4

審議会名 日　時 場　所

新湊地区地域審議会 ４月２３日（月）午後２時 新湊庁舎

小杉地区地域審議会 ４月１６日（月）午後２時 小杉庁舎

大門地区地域審議会 ４月２６日（木）午後３時 大門庁舎

大島地区地域審議会 ４月２５日（水）午後２時 大島庁舎

下地区地域審議会 ４月２４日（火）午後２時 下庁舎

今月の納税�



※
年
度
途
中
に
対
象
者
に
な
っ
た

方
は
、
月
割
り
で
の
交
付
に
な

り
ま
す
。

交
付
時
に
必
要
な
も
の

各
種
手

帳
、
印
鑑

交
付
場
所

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

利
用
対
象
タ
ク
シ
ー
会
社

新
湊

タ
ク
シ
ー
、
海
王
交
通
、
新
湊

運
送
（
運
タ
ク
）、
小
杉
タ
ク

シ
ー
、
大
門
タ
ク
シ
ー
、
高
岡

地
方
交
通
、
高
陵
タ
ク
シ
ー
、

富
山
交
通
（
富
タ
ク
）

問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
１

�
ス
ト
マ
用
装
具
・
ス
ト
マ

用
装
具
代
替
品
を
交
付

日
常
生
活
用
具
（
排
泄
管
理
支

援
用
具
）
の
ス
ト
マ
用
装
具
ま
た

は
ス
ト
マ
用
装
具
代
替
品
（
紙
お

む
つ
）
に
つ
い
て
、
申
請
日
の
属

民
サ
ー
ビ
ス
課

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
納

税
者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者

の
同
意
を
得
た
方
（
委
任
状
必

要
）

持
参
物

印
鑑

手
数
料

無
料

�
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間

通
年
（
市
役
所
閉
庁
日
は

除
く
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
３０
分

場
所

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

閲
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
の
所

有
者
（
納
税
義
務
者
）、
納
税

管
理
人
、
所
有
者
の
同
意
を
得

た
方
（
委
任
状
必
要
）、
土
地
・

家
屋
の
賃
借
人
等
（
契
約
書
等

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
）

持
参
物

印
鑑

手
数
料

１
件
に
つ
き
３
０
０
円

※
４
月
１
日
（日）
か
ら
５
月
１
日
（日）

ま
で
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

課
税
課（
大
島
庁
舎
）

�
５２
―
７
９
６
１

�
消
費
に
関
す
る
相
談
は

消
費
生
活
相
談
ま
で
！

市
で
は
、
悪
質
商
法
や
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
ト
ラ
ブ

ル
の
処
理
方
法
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。被
害
に
あ
っ
た
り
、

迷
っ
た
り
困
っ
た
り
し
た
ら
一
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
日
時

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
火
・
金
曜
日

は
専
門
員
が
対
応
）

相
談
・
問
合
せ
先

射
水
市
消
費

生
活
相
談
（
生
活
安
全
課
内
）

�
５２
―
７
９
７
４

�
医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
１９
年
４
月
か
ら
医
療

を
提
供
す
る
施
設
と
し
て

薬
局
が
新
た
に
加
わ
り
ま

し
た

医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、
医
療

を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
、病
院
、

診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に

加
え
て
、
調
剤
を
実
施
す
る
薬
局

が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

近
年
、
医
薬
分
業
が
進
み
、
薬

局
の
地
域
に
お
け
る
医
薬
品
等
の

提
供
に
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ

り
、
調
剤
を
中
心
と
す
る
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
改
正

さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

健
康
推
進
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
４
、
少

子
化
対
策
・
子
ど
も
の
権
利
班

（
新
湊
庁
舎
）
�
８２
―
１
９
６

５
�
新
湊
結
婚
情
報
相
談
所
の

登
録
カ
ー
ド
の
取
扱
に
つ

い
て

新
湊
結
婚
情
報
相
談
所
は
３
月

末
日
で
閉
所
し
ま
し
た
。
保
有
し

て
い
る
登
録
カ
ー
ド
の
取
扱
は
、

次
の
と
お
り
に
し
ま
す
。

�
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受

取
に
来
る
か
、
来
所
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
そ
の
旨
連

絡
く
だ
さ
い
。

�
期
限
ま
で
に
連
絡
の
な
い
場
合

は
、
当
会
の
責
任
で
焼
却
処
分

し
ま
す
。

受
付
日
時

８
月
末
日
ま
で
の
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分

問
合
せ
先

射
水
市
社
会
福
祉
協

議
会
新
湊
支
所
　
�
８２
―
８
４

５
１

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

乗
ろ
う
！

４
月
１
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
本
格
運
行
し
ま
し
た
。
暖

か
な
季
節
を
迎
え
、
外
出
す
る
機

会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
負
荷
の
軽
減
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
な
ど
、外
出
の
際
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

※
誌
面
上
に
　
コ
ミ
バ
ス
マ
ー
ク

を
配
置
し
、
最
寄
り
の
路
線
と
バ

ス
停
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

�
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付

市
で
は
、
外
出
困
難
な
重
度
の

心
身
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
対
し

て
、
生
活
行
動
範
囲
を
広
げ
、
積

極
的
に
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
各
手
帳
を
お
持
ち

の
方

�
身
体
障
害
者
手
帳
（
上
肢
・
下

肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害
・
内
部

障
害
）

１
・
２
級

�
療
育
手
帳
　
Ａ

�
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

※
た
だ
し
、
高
齢
者
等
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

利
用
券

年
間
　
６
、
０
０
０
円
　

す
る
月
か
ら
平
成
１１９９
年
９
月
分
ま

で
を
交
付
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
最
寄
り
の
市
役
所
行

政
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
１

�
平
成
１９
年
度
固
定
資
産
の

縦
覧
及
び
閲
覧

�
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

納
税
者
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
を
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間

４
月
１
日
（日）
か
ら
５
月
１

日
（火）
ま
で
（
市
役
所
閉
庁
日
は

除
く
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
３０
分

場
所

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
市

情報ひろば information
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ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

今月の納税�

日時 ４月１６日（月）午後１時３０分～４時３０分
場所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

（em portugues）
Data e tempo: 16 de abril（Segunda-feira）

de 13:30 para 16:30
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha

Sala de reuniao－201.

今月の納税�

●小杉ふれあいセンター �56－4080
今月の催事
○ 4 月 4 日（水）藤山一座・歌謡ショー
○ 4 月13日（金）松前一座・歌謡ショー
○ 4 月20日（金）ひまわり一座・歌謡ショー

●大門コミュニティーセントー �53－1844
今月のギャラリー
○日本画展　山田信二（緑ヶ丘）

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

入札による契約 平成19年 2 月分
工事（委託）名

広上工業団地内道路改良工事
広上工業団地内道路舗装工事
二口地区消雪施設設備工事
新湊公共下水道事業汚水管改築（第7工区）工事
新湊特定環境保全公共下水道事業コンクリート舗装復旧（その5）工事
新湊特定環境保全公共下水道事業中継ポンプ設備（その1）工事
新湊特定環境保全公共下水道事業中継ポンプ設備（その2）工事
射水市立中太閤山小学校屋内運動場耐震補強及び大規模改造工事（建築主体工事）
射水市立中太閤山小学校校舎耐震補強及び大規模改造工事　第Ⅱ期（機械設備工事）
射水市立東明小学校耐震補強及び大規模改造工事　第Ⅰ期（機械設備工事）
射水市立中太閤山小学校校舎耐震補強及び大規模改造工事　第Ⅱ期（電気設備工事）
射水市立東明小学校耐震補強及び大規模改造工事　第Ⅰ期（電気設備工事）
射水市立中太閤山小学校屋内運動場耐震補強及び大規模改造工事（電気設備工事）

施工場所等

広上
広上
二口外
桜町
川口
宮袋
津幡江
中太閤山11丁目
中太閤山11丁目
海老江七軒
中太閤山11丁目
海老江七軒
中太閤山11丁目

請負金額

2,026万円
1,365万円
2,992万円
1,123万円
1,197万円
1,113万円
1,257万円
8,872万円
8,809万円
5,091万円
5,565万円
4,446万円
1,128万円

請負業者

㈱大橋建設
昭和建設㈱射水支店
水機工業㈱
㈱中野土建
㈱タケウチ工業
㈱アリタ
㈱アリタ
高田建設㈱
㈱織田
㈱北野テック
コロムビア電設工業㈱
新湊営業所

㈱クリシマ射水本店
㈱小杉光電舎

北陸ポートサービス㈱
㈱荒木運輸
㈱アースクリーン21
㈱アースクリーン21
新高清掃㈱
新高清掃㈱
新高清掃㈱

工
事

委
託

※請負金額は１万円未満は切捨てで表示してあります。

1.国民年金保険料の納付は「口座振替」が便利でお得です！
平成１９年４月から平成２０年３月までの国民年金保険料は、月額

１４,１００円です。毎月の国民年金保険料は、翌月末までに納めてい
ただくことになっています。口座振替で当月末の引落し（早割）に
されると、月 ５々０円の割引になります。

2.35歳になられる方へ年金加入記録を送付します。
社会保険庁では、国民の皆に公的年金制度の内容を正しく理解し

ていただき、安心して老後を迎えていただくために、老齢年金の受
給に必要な２５年以上の加入期間を確保できる上限年齢である３５歳に
なられる方に、過去の年金加入記録をお知らせすることになりまし
た。
この機会に、ご自身の年金加入状況をご確認いただき、将来の年

金について考えてみましょう。
●対象となる方
基礎年金番号を有する被保険者または被保険者であった方で、３５

歳になられる方（昭和４７年４月２日以降生まれの方）
ただし、次の方は除かれます。
☆社会保険庁で管理していない共済組合員の方
☆ＩＤパスワード認証方式による年金個人情報の提供を受けてい
る方
☆データーを抽出する月において①基礎年金番号を有しない方
②死亡している方③住所記録が未収録である方④外国に居住し
ている方等

●送付される時期
３５歳になられる月の前月下旬に社会保険業務センターから送付
されます。
●お知らせの内容
３５歳到達月の２ヶ月前の被保険者記録
・住所、氏名、生年月日
・基礎年金番号
・加入制度
・事業所名称、船舶所有者名称又は共済組合（※）名等
・資格取得年月日、資格喪失年月日
・国民年金の期間について、納付済月数、全額免除月数、４分の３
免除月数、半額免除月数、４分の１免除月数、学生納付特例等
月数
・厚生年金保険、船員保険及び共済組合（※）加入期間について加
入月数、加入期間
・期間重複の表示
（※）共済組合に係る記録については、社会保険庁で管理している記録に限ります。
問合せ先 ねんきんダイヤル　　　　　　�０５７０－０５－１１６５

高岡社会保険事務所　　　　　�２１－００５７
射水市保険年金課（大島庁舎）�５２－７９６５

※月末が休日の場合は、翌営業日が引落日となります。
◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分
（割引なし）と当月分（５０円割引）の２か月分の保険料を引落しま
す。その後は当月分（５０円割引）の１か月分の引落しとなります。

●毎月、現金で納付する場合

年　金　だ　よ　り

今月の納税�

４月分 保険料
１４,１００円

５月末までに納付 ６月末までに納付

５月分 保険料
１４,１００円

６月分 保険料
１４,１００円

●口座振替で「早割」にした場合
（５月分からの例）

４月分 保険料
１４,１００円

５月末※引落し ６月末※引落し

５月分 保険料（割引）
１４,０５０円

６月分 保険料（割引）
１４,０５０円

◎「口座振替申出書」により、お住まいの市町村役場、社会保
険事務所または口座をお持ちの金融機関・郵便局へ申し込み
ください。（年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）・預貯金
通帳・金融機関届出印が必要です。）
◎保険料の一部免除の承認を受けている方は「早割」による口
座振替はできませんのでご了承ください。

お申込み方法

今月の納税�今月の納税�
固定資産税　第１期
納期限　５月１日

納税は口座振替が便利です！
納税課（�５２－７９６２）または

最寄りの金融機関に問い合わせください。

1,732万円
2,310万円
2,475万円
3,927万円
3,310万円
1,401万円
1,460万円

新湊地区
新湊地区
新湊地区
新湊地区
小杉地区
小杉地区
大島地区

一般廃棄物収集運搬業務新湊地区（不燃物）
一般廃棄物収集運搬業務新湊A地区（可燃物）
一般廃棄物収集運搬業務新湊B地区（可燃物）
一般廃棄物収集運搬業務新湊地区（資源物）
一般廃棄物収集運搬業務小杉地区（可燃物）
一般廃棄物収集運搬業務小杉地区（資源物）
一般廃棄物収集運搬業務大島地区（可燃物、不燃物、資源物）
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射水市民病院
※宿泊：第一イン新湊、病院からホテルまでタクシー券付

コ　ー　ス 検査日

１日コース 月～金

コ　ー　ス 検査日

２日コース 火～金

高岡市民病院
※宿泊：アパホテル高岡丸の内、病院からホテルまでタクシー券付

コ　ー　ス 検査日

１日コース 月～金

コ　ー　ス 検査日

２日コース 月～木

済生会高岡病院
※宿泊：済生会高岡病院

コ　ー　ス 検　査　日

１日コース

１日コース（女性）

脳ドックコース

月～金（毎週）
土（第１・第３週）

火・木

コ　ー　ス 検　査　日

２日コース
月～木（毎週）

金（第１・第３週）
ただし第３水曜日を除く

富山県健康増進センター
※総合健診コースの検査日は送迎バス有。

コ　ー　ス 検査日

総合健診コース
７月３０日（月）
１０月２９日（月）

コ　ー　ス 検査日

婦人健診コース 水、金

１日コース（女性） 月～金 脳ドックコース 金

厚生連高岡病院
※１日コースの検査日は送迎バス有。

コ　ー　ス 検　査　日

１日コース

１日コース（女性）
５月２９日（火）７月２４日（火）８月２０日（月）９月１４日（金）

１日＋脳検査コース

１日＋脳検査コース（女性）

１日１名の定員です。
１（火）７（月）８（火）１０（木）5月 １（金）４（月）５（火）７（木）6月

６（金）９（月）１０（火）１２（木）7月 ２（木）３（金）６（月）７（火）8月

３（月）４（火）６（木）9月 １（月）２（火）４（木）10月

１（木）２（金）５（月）６（火）11月 ３（月）４（火）６（木）７（金）12月

７（月）８（火）1月 １（金）４（月）５（火）７（木）2月

３（月）４（火）６（木）７（金）3月

１日コース（女性） 月～金 ２日コース（女性） 火～金

１日＋脳検査コース 月～木 ２日＋脳検査コース 火～木

１日＋脳検査コース（女性） 月～木 ２日＋脳検査コース（女性） 火～木

脳ドックコース 月～木

本人負担額

８,４００円

１０,０３０円

１３,７５０円

１５,３８０円

７,６３０円

本人負担額

９,１９０円

１０,２４０円

本人負担額

１６,６７０円

９,９８０円

本人負担額

８,０１０円

本人負担額

７,０４０円

本人負担額

７,１９０円

８,４５０円

１２,４４０円

１３,７００円

本人負担額

１４,２３０円

１５,８５０円

１９,３５０円

２１,０００円

本人負担額

１６,６７０円

本人負担額

９,１９０円

１０,２４０円

９,７１０円
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射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�
射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

① 住所�
② 氏名�
③ 電話番号�
④ 希望する病院とコース�⑤ 希望日（第3希望まで）�⑥ 保険証記号番号�

官製ハガキの記入例�

郵　便　
は　が　

き�

９３９０２
９２�

射水市小
島７０３番

地�

　射水市保
険年金課

　�

　国保・
年金係行

�

おもて　　うら�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

対 象 者 国民健康保険に加入し、国保税を完納している方
受診期間 平成１９年４月１６日（月）～平成２０年３月３１日（月）の指定検査日
申込方法 官製ハガキまたは各地区行政センター窓口で申し込み

してください。（記入例参考）
申込締切 平成１９年９月２８日（金）消印有効

問合せ先 保険年金課（大島庁舎）�５２－７９６５

射水市国民健康保険加入者の�
人間ドック募集のおしらせ�

水 道 管 を 　きれいにします�水 道 管 を 　きれいにします�

市営住宅入居者�市営住宅入居者�

洗　管　日 洗　管　作　業　区　域

５月８日（火）

新湊地区（旧市、大石川以西全域）
善光寺　西新湊　三日曽根　港町
本町１丁目～３丁目　庄川本町
庄西町１丁目～２丁目

５月１０日（木）

新湊地区（旧市、大石川以東全域）
中央町　桜町　緑町　放生津町
立町　二の丸　中新湊　越の潟（海王町含む）
八幡町１丁目～３丁目

５月１５日（火）
新湊地区（新市）
塚原　作道　片口　七美　堀岡　海老江
本江　各校下全域

５月１７日（木） 大門・大島地区（今開発除く）

５月２２日（火） 小杉地区（ＪＲ北陸本線以南全域）

５月２４日（木）
小杉地区（ＪＲ北陸本線以北全域）
大島地区今開発
下村地区

～定期洗管作業のお知らせ～

※作業中、水圧が低くなることがあります。
※作業後、多少赤い水がでることがあり
ます。（しばらく排水すればきれいに
なります。
※受水層を設置している方は、タンク手
前でバルブを締め、赤い水が入らない
ようにしてください。

※洗管時間は午後１０時から翌朝午前２時
頃までです。

水道管の内側をきれいに掃除し、清浄
な水を各家庭に送り届けるため、定期洗
管を行います。下記のとおり行いますの
でご理解とご協力をお願いします。

問合せ先 上水道工務課（布目庁舎）�８４－９６４５

組織の見直しに伴い、4月から課の名称等が変わります。�
　市民協働課や子ども課、観光・ブランド課など新たなセクションの設置や統廃合など組織機構の見直しにより、�
行政課題に効果的に対応できる組織体制の整備を図りました。これにより課の名称等が一部次のとおり変わります。�

※既に作成済みの通知・案内文等については、旧課名等のままで通知されることがありますのでご了承ください。�

部　　局� これまでの名称（変更前）� 新しい課の名称（変更後）�
班・係の名称�

市 長 公 室�
（小杉庁舎）�

市民環境部�
（大島庁舎）�

福祉保健部�
（新湊庁舎）�

産業経済部�
（新湊庁舎）�

都市整備部�
（大門庁舎）�

上下水道部�
（布目庁舎）�

法律の改正により、収入役制度が廃止され、会計管理者が設置されました。�

・秘書広報課�
�

・児童家庭課�
・少子化対策・子どもの権利班  

・地域振興課�
・男女平等社会推進班�
�（大門､大島､下）行政センター�
・総務振興課�
・市民サービス課�
�
・市民課�
・保険年金課�

・港湾商工課�
・企業立地推進班�
・みなとまちづくり班�

・観光振興課�

・道路建設課�
・新幹線整備推進課�

・道路維持課�
・河川課�

・上水道業務課�
・下水道業務課�

秘書課� 秘書係�
市民協働係�
広報広聴係�
男女共同参画推進班�

市民協働課                �
※市民との協働によるまちづくりを積�
　極的に推進します。�

（大門、大島、下）行政センター�
市民サービス課�

※市民サービス課と総務振興課を統合�
　し、市民サービス課とします。 �

市民・保険課�
戸籍住民係�
国保・年金係�
老人保健医療係�
福祉医療係�
保育・幼稚園係�
少子化対策班�

子ども課                �
※教育委員会（下庁舎）で行っていた 幼稚�
　園に関する事務は子ども課で担当します。�

港湾係、商工労政係�
企業立地推進班�
みなとまちづくり班�

港湾商工課�

観光振興係�
ブランド・交流推進班�

建設係�
用地係�
新幹線整備推進班�

観光・ブランド課�
※地域ブランドや団塊世代の退職者の交�
　流推進に関する事務も担当します。�

道路建設課�

道路・河川管理課�
維持第一係�
維持第二係�
河川管理係�
上水道業務係�
料金係�
下水道業務係�

上下水道業務課�



大島絵本館� TEL 52-6780

陶房「匠の里」� TEL 54-1201

新湊博物館� TEL 83-0800

小杉文化ホール　ラポール� TEL 56-1515

新湊中央文化会館� TEL 82-8400４月の休館日＝２日、９日、１６日、２３日、２７日

４月の休館日＝３日、１０日、１７日、２４日

４月の休館日＝１６日

４月の休館日＝３日、９日、１０日、１１日、１７日、２４日

陶器の置き時計作り教室
春です！手作りの陶器の置き時計を部屋に飾って
気分を変えてみませんか。
カラフルな３色の粘土を使ってオリジナルの文字

盤を作り、焼きあがった文字盤に時計ムーブメント
を取り付けます。

定　員 各10名
受講料 1,500円
電話で前日までに申し込みください（先着順）
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射水・市民の逸品展 4月8日（日）まで
市内の美術愛好者団体「射水美術愛好会」の皆さんと共催の企画展です。
射水市民が所有する自慢の日本画、洋画、彫刻、工芸品など、市内の美
術品を集めました。古くから旧家に伝わる名品や、著名な作家のコレクシ
ョンなど、優れた美術品をご鑑賞ください。

「とやまを駆け抜けた武将たち」展 4月12日（木）～6月17日（日）まで
県内で活躍した武将たちを紹介します。

４月の休館日＝３日、１０日、１７日、２４日

あの大ベストセラーの絵本『はらぺこあお
むし』の作者、エリック・カールの作品展で
す。色彩あふれるリトグラフ＆陶板画の世
界をお楽しみください。

エリック・カールの世界展
5月30日（水）まで

レ・フレール　デビューアルバム「ピアノ・ブレイカー」発売記念LIVE

Piano Breaker in TOYAMA
5月16日（水）午後6時30分開場　午後7時開演
入場料　1・2階指定席　5,000円（18歳未満 2,000円）

3階指定席　2,000円
※平成19年度メンバー及び選択されたクラブ会員は口数招待します。

斬新なキャトルマンスタイル（連弾）で「ピアノ革命」を巻き起こしている話題
の兄弟ピアノデュオ。ＣＤチャートではピアニスト史上最高位となる快挙を成し遂
げるなど、最高の形でデビューを飾った二人。二人の情熱の指先が叩き出すその音
をぜひ体感してください。

好評発売
中！！

ラポール音楽友の会
（ラポールクラブ・メンバー）

のご案内

ラポールでは、平成１９年度もバラエティに富んだ盛りだくさんの
事業を企画しています。ラポール音楽友の会（ラポールクラブ・メ
ンバー）にご加入いただきますようお願いいたします。

①ＬｅｓＦｒｅｒｅｓ（レ・フレール）
ＰｉａｎｏＢｒｅａｋｅｒｉｎＴＯＹＡＭＡ

②森山良子コンサート２００７－２００８
③前川清「ふれあいコンサート」
④志の輔らくご２００７ｉｎラポール
⑤長谷知子童謡コンサート
⑥ＮＡＯＴＯＶｉｏｌｉｎＬＩＶＥ
⑦ニューイヤーコンサート２００８
⑧珠玉の木管アンサンブルコンサート

※都合により変更になる場合があります。

年会費 10,000円／1口（18歳未満5,000円）

ラポール自主公演の中からあらかじめ本人が選択された３つの公演
に招待します。

年会費 25,000円／1口（18歳未満12,500円）

ラポール自主公演に招待します。

ラポールクラブ

ラポールメンバー

圧倒的パフォーマンスで賞賛を浴びたエンタテイ
メントショー「ＡＴＯＭ '０６」。絶大なるラブコール
に応えて追加公演決定！あの感動と興奮に再び会え
る！！

懸賞マニアの果てなき応募とぐるぐると旅する箱
をめぐる不思議で怖い物語。

5 月20日（日）
午後6時30分開演

全席指定　8,500円

6 月20日（水）午後7時開演
全席指定　5,000円

THE CONVOY SHOW

ATOM '06
再演

小島　聖・水野美紀 主演

「ワンマン・ショー」

６０年代の青春時代に戻って懐かしいフォークソングや歌謡曲をお楽しみください。

7 月11日（水）午後7時開演
全席指定　4,000円

伊勢正三・太田裕美・大野真澄

アコースティックナイト in いみず

人気作家・駒形克己の
おしゃれ絵本＆グッズ販売

～ワンストロークフェアー～

グラフィックデザイナー・絵本作家の駒形克己さん
が代表をつとめる“ＯＮＥＳＴＲＯＫＥ”のショップが絵
本館に登場。他ではなかなか手に入らない洗練されたお
しゃれ絵本やグッズに出会えるチャンスです！！

4月18日（水）まで

今人気のブリザーブドフラワーの展示即売です。母の
日のプレゼントにもおすすめですよ。

フラワースクールグリーンベル作品展
4月21日（土）～5 月13日（日）

4 月15日（日）～16日（月）
午前9時30分～正午

博物館所蔵の人間国宝石黒宗麿の作品を使います。

日時
４月１日（日）午前１０時～午後４時（裏千家竹内社中）
４月８日（日）午前１０時～午後４時（裏千家濱野社中）

呈茶席の
お知らせ

4月7日（
日）発売開

始！！

4月15日（
日）発売開

始！！

5月27日（
日）発売開

始！！

横山大観「曙色」

『はらぺこあおむし』

②新湊庁舎・中新湊線　⑨市民病院・小杉駅線　⑩市民病院・大門駅線　⑥南部・作道塚原線　カモンパーク新湊下車
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⑮コミュニティセントー・小杉駅線　匠の里口下車
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⑩市民病院・大門駅線　絵本館口下車

広報�2007.4広報� 2007.4

①新湊・放生津線　⑦新湊・ＪＲ越中大門線　中央文化会館下車
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⑰小杉地区循環線　小杉文化ホール前下車
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射 水 市 民 憲 章�
　射水市は、雄雄しい立山を東に仰ぐ富山県のほぼ中央に位置し
ています。�
　「いみず」という地名は、わが国最古の歌集「万葉集」の中に
もすでに表われています。�
　わたしたち市民は、この風土と歴史、輝かしい文化と産業を、
誇りと責任をもって未来へと引き継ぎ、一人ひとりが豊かに、よ
く生きるまちをつくりあげるため、ここにこの市民憲章を定めます。�
�
一　まもろう�
　　　海、川、野そして里山に生命あふれるまち�

一　育てよう�
　　　心身ともに健やかで明るく潤いのある家庭を築くまち�

一　生みだそう�
　　　学びと勤労に励み安らぎとにぎわいのあるまち�

一　創りだそう�
　　　文化を受け継ぎ産業をさかんにし豊かで活力のあるまち�

一　深めよう�
　　　世界に開かれた人の和のゆき交うまち�

平成19年 1 月 1 日　制定�
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射水市民憲章を印刷した名刺台紙を 1 セット（100枚）
500円で販売しています。（背景は海王丸パークから
望む立山連峰の初日の出の写真）�
問合せ先　企画政策課（小杉庁舎）�57－1623
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人　口
９５,０３０人（＋２５）

男　性
４５,９１９人（－３）

女　性
４９,１１１人（＋２８）

世帯数
３０,７０２世帯（＋３０）

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

平成19年3月1日現在　※（ ）内は前月比

射水市代表電話

�0766－57－1300


